
 

都立ス ポーツ 施設等指定管理者評価委員会 

－ 次 第 － 

 

日 時 令和７ 年８ 月５ 日（ 火曜日）  

午前 10 時から 午後４ 時ま で 

場 所 都庁第二本庁舎 10 階北側 207 会議室 

                  

１  開  会 

２  議  事 

   ⑴ 所管局によ る 一次評価の結果について 

     ※ 終了後に休憩（ 10： 50 ～ 10： 55）  

 

   ⑵ 指定管理者によ る プレ ゼンテーショ ン、 質疑及び二次評価の審議 

    ア 京王アリ ーナＴ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ （ 武蔵野の森総合ス ポーツ プラ ザ）  

    イ  夢の島公園アーチェ リ ー場 

     （ 休憩 11: 45～11: 50）  

    ウ  大井ふ頭中央海浜公園ホッ ケー競技場 

    エ カヌ ー・ ス ラ ロ ームセンタ ー 

     （ 休憩 12: 40～13: 40）  

    オ 東京都パラ ス ポーツ ト レ ーニングセンタ ー 

    カ 東京都障害者総合ス ポーツ センタ ー 

     （ 休憩 14: 30～14: 35）  

    キ 東京都多摩障害者ス ポーツ センタ ー 

 

３  閉  会 

 

 

 



【 資料】  

１  都立ス ポーツ 施設等指定管理者評価委員会委員名簿 

２  対象施設及び指定管理者 

３  指定管理者管理運営状況評価の流れ 

４  所管局によ る 一次評価結果報告 

５  令和６ 年度の管理運営状況（ 指定管理者プレ ゼン資料）  

６  都立ス ポーツ 施設等指定管理者評価委員会 評価シート （ 二次評価）  

７  都立ス ポーツ 施設等指定管理者評価委員会設置要綱 

 



資料１  

 

 都立ス ポーツ 施設等指定管理者評価委員会委員名簿 

 

 

氏名 役職名

守泉　 誠 　 公認会計士

佐伯　 徹郎 　 日本女子体育大学健康ス ポーツ 学科長

丸山　 正 　 公益財団法人　 日本レ ク リ エーショ ン協会評議員

石黒　 えみ 　  亜細亜大学　 経営学部　 准教授

田口　 亜希 　 一般社団法人日本パラ リ ンピ アンズ協会理事

委員

委員

委員

委員

委員



対象施設及び指定管理者（ ２ 日目）  

 

施設名（ 所在地）  指定管理者名 指定期間 

京王アリ ーナＴ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ（ 武

蔵野の森総合ス ポーツ プラ

ザ）  

（ 調布市西町 290-11）  

東京スタジアムグループ 

（ 代表企業） 株式会社東京スタジアム 

（ 構成団体） 株式会社京王設備サービス、  

      株式会社シミ ズオクト 、  

      東京ビジネスサービス株式会社、  

      株式会社東京ドームスポーツ 

令和５ 年４ 月１ 日から 

令和10 年３ 月31 日まで 

夢の島公園アーチェ リ ー場 

（ 江東区夢の島 2-1-4）  

アメ ニス 夢の島グループ 

（ 代表企業） 株式会社日比谷アメ ニス  

（ 構成団体） 日建総業株式会社 アズビル株式会社、  

      株式会社日比谷花壇、  

      株式会社グリ ーバル、  

      株式会社エコ ルシス テム 

令和５ 年４ 月１ 日から 

令和10 年３ 月31 日まで 

大井ふ頭中央海浜公園 

ホッ ケー競技場 

（ 品川区八潮 4-1-19、  

大田区東海 1-2-1）  

アメ ニス 海上南部地区グループ 

（ 代表企業） 株式会社日比谷アメ ニス  

（ 構成団体） 日建総業株式会社、  

      太陽ス ポーツ 施設株式会社、  

      株式会社エコ ルシス テム 

令和５ 年４ 月１ 日から 

令和８ 年３ 月31 日まで 

カヌ ー・ ス ラ ロ ームセンタ ー 

（ 江戸川区臨海町 6-1-1）  
株式会社協栄 

令和５ 年４ 月１ 日から 

令和10 年３ 月31 日まで 

東京都パラ ス ポーツ ト レ ー

ニングセンタ ー 

（ 調布市西町 376-3）  

公益社団法人東京都障害者スポーツ協会グループ 

（ 代表企業） 公益社団法人東京都障害者スポーツ協会 

（ 構成団体） 株式会社東京ス タ ジアム 

令和５ 年３ 月１ 日から 

令和10 年３ 月31 日まで 

東京都障害者総合ス ポーツ

センタ ー 

（ 北区十条台 1-2-2）  

公益社団法人東京都障害者ス ポーツ 協会 
平成 28 年４ 月１ 日から  

令和８ 年３ 月 31 日ま で 

東京都多摩障害者ス ポーツ

センタ ー 

（ 国立市富士見台 2-1-1）  

公益社団法人東京都障害者ス ポーツ 協会 
平成 28 年４ 月１ 日から  

令和８ 年３ 月 31 日ま で 

 

【 資料２ 】  



指定管理者管理運営状況評価の流れ

①管理状況

○協定や事業計画に
沿って適切に施設管理
が行われているか

○個人情報保護、報告
等は適切に行われてい
るか

○施設の安全性は確保

されているか

○適切な経理処理・財

産管理が行われている

か

②事業効果

○利用者促進に取組み、
効果が出ているか

○事業内容、職員対応

について利用者の反応

はどうか

確認項目 管理運営状況の確認

指定管理者 東京都

一次評価

（所管局による客観的評価）

・所管局は、管理運営状況の確認の結果等を

踏まえ、指定管理者の年間を通じた管理運営

状況を評価。

・各確認項目について、指定管理者が果たす

べき業務に照らして、「水準を上回る」（2

点）、「水準どおり」（１点）、「水準を下

回る」（0点）の３段階で評価。

・各確認項目の評価の得点の合計点に基づき、

全確認項目において中位の評価（「水準どお

り」）を受けた場合の合計点を「標準点」と

して、次の４段階で評価。

財務諸表

年度終了後

提出

確認

【財務状況の確認】
公認会計士である評価委員の助言を得て、
指定管理者の財務状況を確認

【特命要件の継続状況の確認】
特命により指定管理者を選定した施設は、
特命要件の継続状況を確認

二次評価

（評価委員会による専門的評価）

月報

毎月提出

履行
確認

・評価委員会は、施設の設置目的などを踏まえたうえで、

一次評価の内容について検証し、管理運営状況、事業効果

その他について専門的な評価を実施。

・また、指定管理者のサービス水準の向上、効率的な運営

の推進等に関する助言が可能。

所管局による総合評価

指定管理者への通知

評価結果の公表

適宜
提出

確認利用者
アンケート

事業
報告書

確認

年度終了後

提出

配点
水準を
上回る
(2点)

水準
どおり
(1点)

水準を
下回る
(0点)

評価理由

1 施設・設備の保守点検 ×１ ○
　実地調査を行ったところ、適切な
保守点検を実施し、事故の未然防止
に努めていることを確認したため、
水準どおりとする。

2
施設の清掃
（施設の清潔さ） ×１ ○

　実地調査を行ったところ、清潔な
状態を保持し、消耗品も適切に補充
していることを確認したため、水準
どおりとする。

… … … … … …

19 利用状況 ×１ ○

　個人利用者数は前年度比△6.2％、
団体稼働率は前年度比△3％であっ
た。個人利用者数、団体稼働率とも
に前年度と比べて概ね同等であるた
め、水準どおりとする。

… … … … … …

31 利用促進への取組 ×１ ○

　ホームページの活用や自治体広報
に加え、28年度新規に、新聞やタウ
ン情報誌、駅ポスターや全国紙など
多くの広告媒体を活用して利用促進
への積極的な取組みを進めた。この
点を評価し、水準を上回るとする。

一次評価
（イメージ）

管
理
状
況

事
業
効
果

実地調査
ヒアリング

評価 内容

S
管理運営が優良であり、特筆すべき実績・成果が認めら
れた施設

A

B

C

管理運営が良好であり、管理運営に係る様々な点で優れ
た取組が認められた施設

管理運営が良好であった施設

管理運営の一部において良好ではない点が認められた施
設

・二次評価は、次の４段階で決定する。

年1回程度実施

【評価委員会】

【評価の内容】

【二次評価の評価基準】

・指定管理者の管理運営状況を客観的・総合的に評価するた

め、所管局は評価委員会を設置し二次評価を行う。

・評価委員会は、外部委員で構成。

・Ｓ評価は、特に優れた取組を行い、成果をあげている指

定管理者を評価するために用いる。

・C評価は、管理運営がおおむね良好でも、その一部に改

善を要する点が認められた事業者を評価するために用いる。

資料３

評価 確認項目評価の得点の合計点

S 　「標準点の1.33倍（小数点以下切上）」以上

　「標準点の1.25倍（小数点以下切上）」点以上　かつ　

　「標準点の1.33倍（小数点以下切上）-1」点以下

　「標準点の0.88倍（小数点以下切捨）+1」点以上　かつ　

　「標準点の1.25倍（小数点以下切上）-1」点以下

　「標準点の0.88倍（小数点以下切捨）」点以下　

　法令・協定違反、指定管理者の責めに帰すべき事故等があった場合
C

B

A



６ ． 京王アリーナTOKYO（ 武蔵野の森総合スポーツプラザ） 【一次評価結果】

協定や事業計画に沿って、施設の安全性を確保しつつ、

適切に管理が行われているか

（ １ ） 施設・設備の適切な管理 （ 安全性の確保） ×2 ○

（ ２ ） 施設の清掃（ 清潔さ） ×1 ○

（ ３ ） 施設の警備 ×1 ○

（ ４ ） 人員配置及び人材育成の取組 ×1 ○

（ ５ ） 施設の提供について ×1 ◎

個人情報保護、報告等は適切に行われているか

（ １ ） 個人情報保護・情報セキュリティ ×1 ○

（ ２ ） 情報公開の取組 ×1 ○

（ ３ ） 環境配慮への取組 ×1 ○

（ ４ ） 各種法令等の遵守 ×1 ○ ※１ 　 標準点は、評価項目が全て中位の評価を受けた場合の得点。

※２

災害や事故への備えが適切に行われているか

（ １ ） 都への報告・連絡 ×1 ○

（ ２ ） 防災への配慮・緊急時対策 ×1 ◎

（ ３ ） 事故への対応 ×1 ○

【確認事項】

適切な財務運営・財産管理が行われているか

（ １ ） 収支状況（ 安定的な運営） ×2 ◎

（ ２ ） 経理処理 ×1 ○

（ ３ ） 物品の管理 ×1 ○

利用促進効果

×2 ○
（１）個人利用者数は　令和５年度から令和6年度で約１万人（約5.4％）増加している。メインアリーナ、サブアリーナの稼働率
はそれぞれ92.5％、98％である。

事業計画通りのサービスが提供されているか

（ １ ） スポーツ振興事業又は障害者スポーツ振興事業等の実施状況 ×2 ◎

（ ２ ） 自主事業の実施状況 ×2 ○

（ ３ ） 利用者に対するサービス提供事業の実施状況 ×2 ○

（ ４ ） 利用者ニーズの把握 ×2 ◎

（ ５ ） サービス向上に向けた取組 ×2 ○

（ ６ ） 苦情等への対応 ×1 ○

（ ７ ） 利用促進への取組 ×2 ◎

（ ８ ） 都の施策への協力等 ×2 ◎

※評価: 　◎水準を上回る（ ２ 点） 　　　○水準どおり（ １ 点） 　　　△水準を下回る（ ０ 点）

（ １ ） 利用状況

事業の取組
配点 評価 評価の内容

指定管理者の財務状況について

代表団体である㈱東京スタジアムは黒字化はしたが東京都等地方自治

体が主な株主のため、構成団体をどこまでコントロールできるかは疑問が

ある。㈱京王設備サービス、東京ビジネスサービス㈱のように構成団体の

中にも業績が堅調の企業もあるが、㈱東京ドームスポーツのように経営

不安があるものもある。今後の光熱水費等の上昇状況が懸念される。

事

業

効

果

利用状況
配点 評価 評価の内容

（１）三鷹市との連携強化により、新たに「星空観望会」を実施する等、スポーツ利用以外での利用者拡大や施設のアピール
につなげている（星空観望会は令和６年度２回実施）。アート関連でも多目的スペースでの窓ガラスアートに加えて、新規でア
ニマルペーパーマスク作成のワ ークショップを開催しており、新たな事業を積極的に展開している。
（４）アンケート結果は外部委託の広告代理店で分析を実施しており、客観性が確保され、分析内容も専門性が高くなってい
る。Ｋアリーナのオープンによりエンタメ系のイベント数が一時減少したが、上記のアンケート分析を通じて得た知見を活かし、
同種の別イベントの誘致に成功した。
（７）Xでは、毎朝、開館時間を確認できるようにしている他、大型イベントに際しては、京王電鉄と連携し実施している臨時停
車の情報等を積極的に発信し、利用者が必要とする情報の提供に努めている。またYoutubeを活用したジム・プールのリアル
タイムの来館者数オンライン発信を継続し、混雑緩和に資するよう工夫している。
（８）地元３市のうち、今までイベント等での連携がなかった三鷹市においても、令和６年度から星空観望会を開催することで、
行政等との連携を深めるだけでなく、J R線沿線にお住まいの方の利用につなげている。また、周辺美術大学と連携して、令
和６年度は新規でアニマルペーパーマスク作りのワ ークショップを開催し利用者に好評を得る等、利用者層を広げる取組をし
ている。環境対策の取組として、契約会社の見直し等により、大きなアリーナやプールを備える省エネ対策が難しい施設にも
関わらず、CO2排出量の削減（令和5年度2,309.7t → 令和6年度955.7t）や、光熱水費の抑制等、確実な効果につながってい
る。

（２）施設で自主的に発災時を想定したマンホールトイレ設置訓練を実施する等、効果的な防災訓練を実施している。また、社
員全員が、配属後速やかに普通または上級救命講習を受講している。

適切な財務運営・財産管理
配点 評価 評価の内容

「Ｓ 」は標準点の1.33倍以上の場合、

「Ａ 」は標準点の1.25倍以上かつ1.33倍未満の場合、

「Ｂ 」は標準点の0.88倍より大きくかつ1.25倍未満の場合、

「Ｃ 」は標準点の0.88倍以下の場合。

（４）職員研修計画に基づき、施設に関する基本的事項やコンプライアンス、情報セキュリティ、接遇等、施設の管理運営や利
用者対応に必要な事項に関する研修を実施している。
（５）イベント開催時は施設の職員が主催者運営本部に常駐しすぐに対応できる体制を取っており、他施設では行っていない
対応とのことで、施設職員の誠実な対応が継続的な利用につながっている。
また、近年注目を集めているeスポーツイベントを新たに誘致し、新たな利用者層の拡大と認知度向上を図った。

標準点

34 点

法令等の遵守
配点 評価 評価の内容

資料４

合計点 一次評価結果

管

理

状

況

適切な管理の履行
配点 評価 評価の内容

46 点 Ｓ

（１）個人情報保護規程を全体会議を通じて周知するとともに、ファイルを所定の場所に設置し職員の閲覧が可能な状態にし
ている。令和６年度は個人情報の漏えいや個人データの紛失事故等の発生はない。
（３）地中熱ヒートポンプの取組みは他所でも珍しく、ホームページに掲載して情報を発信している。また、バイオガスの発電エ
ネルギー再利用や産業廃棄物の再資源化等、環境への取組みを継続している。

緊急時の対応 配点 評価 評価の内容

（１）収支改善の取組について、電力会社の変更や節電対策の徹底等により、光熱水費は提案時と比較し抑えられている。ま
た、自主的な働きかけにより京王電鉄とのつながりを広げ、ネーミングライツ導入による外部資金の獲得を実現した。

評

価

基

準

Ｓ 46点以上

A 43点～45点

Ｂ 30点～42点

Ｃ 29点以下
※２

※１

 



８ ． 夢の島公園アーチェリー場 【一次評価結果】

協定や事業計画に沿って、施設の安全性を確保しつつ、

適切に管理が行われているか

（ １ ） 施設・設備の適切な管理 （ 安全性の確保） ×2 ○

（ ２ ） 施設の清掃（ 清潔さ） ×1 ○

（ ３ ） 施設の警備 ×1 ○

（ ４ ） 人員配置及び人材育成の取組 ×1 ○

（ ５ ） 施設の提供について ×1 ○

個人情報保護、報告等は適切に行われているか

（ １ ） 個人情報保護・情報セキュリティ ×1 ○

（ ２ ） 情報公開の取組 ×1 ○

（ ３ ） 環境配慮への取組 ×1 ○

（ ４ ） 各種法令等の遵守 ×1 ○ ※１ 　 標準点は、評価項目が全て中位の評価を受けた場合の得点。

※２

災害や事故への備えが適切に行われているか

（ １ ） 都への報告・連絡 ×1 ○

（ ２ ） 防災への配慮・緊急時対策 ×1 ○

（ ３ ） 事故への対応 ×1 ○

【確認事項】

適切な財務運営・財産管理が行われているか

（ １ ） 収支状況（ 安定的な運営） ×2 ○

（ ２ ） 経理処理 ×1 ○

（ ３ ） 物品の管理 ×1 ○

利用促進効果

×2 ◎
（１）令和6年度の大会実績は、選定時提案の大会数、令和５年度実績を上回っている（選定時提案の大会数20大会、令和５
年度実績41大会、令和６年度実績47大会）。来場者数も令和５年度を67％上回った。

事業計画通りのサービスが提供されているか

（ １ ） スポーツ振興事業又は障害者スポーツ振興事業等の実施状況 ×2 ○

（ ２ ） 自主事業の実施状況 ×2 ◎

（ ３ ） 利用者に対するサービス提供事業の実施状況 ×2 ○

（ ４ ） 利用者ニーズの把握 ×2 △

（ ５ ） サービス向上に向けた取組 ×2 ○

（ ６ ） 苦情等への対応 ×1 ○

（ ７ ） 利用促進への取組 ×2 ○

（ ８ ） 都の施策への協力等 ×2 ◎

※評価: 　◎水準を上回る（ ２ 点） 　　　○水準どおり（ １ 点） 　　　△水準を下回る（ ０ 点）

（ １ ） 利用状況

事業の取組 配点 評価 評価の内容

指定管理者の財務状況について

主に日比谷花壇グループでの構成であるが、日比谷花壇を除き経営が

安定している。

事

業

効

果

利用状況
配点 評価 評価の内容

（２）計画にはなかったボールパーク、芝すべり、ティラノレース等を追加実施している。7月に実施したコンサートの結果を受
け、11月はファミリー向けの内容でコンサートを実施するなど、利用者ニーズにあった事業実施に努めている。
（４）全施設共通のアンケートについて、紙で回答いただいたアンケートを、結果を集計する前に誤って廃棄してしまい、利用
者ニーズについて適切に把握することができなかった。
（８）夢の島マリーナのイベントのスタンプラリーへの協力、夢の島公園との合同イベント開催、ティラノレースでのBumb東京ス
ポーツ文化館との連携等、近隣施設との連携協力によるサービス向上に積極的に取り組んでいる。

（２）夢の島公園全体で消防計画書を策定している。休憩舎にAEDを設置し、誰にでも分かりやすい表示をしている。東京都
の一時滞在施設に指定されていないものの、職員向けに必要な備蓄品を備蓄し、整理整頓された状態で適正に管理してい
る。救急救命講習について上級救命技能認定を所持しており、随時更新をしている。

適切な財務運営・財産管理
配点 評価 評価の内容

「Ｓ 」は標準点の1.33倍以上の場合、

「Ａ 」は標準点の1.25倍以上かつ1.33倍未満の場合、

「Ｂ 」は標準点の0.88倍より大きくかつ1.25倍未満の場合、

「Ｃ 」は標準点の0.88倍以下の場合。

（１）夢の島公園全体の設備監視の中でアーチェリー場においても適切に監視を行い、巡回警備でも適切に監視している。年
間業務実施計画・報告書、日常清掃と合わせて適切な点検をしている。定期清掃と併せて日々の点検を実施している。
（２）清掃・巡回作業マニュアル、施設維持管理業務マニュアルを整備している。芝地維持管理基準、年間業務実施計画・報
告書に基づき実施している。

標準点

34 点

法令等の遵守
配点 評価 評価の内容

資料４

合計点 一次評価結果

管

理

状

況

適切な管理の履行
配点 評価 評価の内容

38 点 Ｂ

（１）夢の島公園でJ ISP（内閣サイバーセキュリティセンターのツール。地方公共団体の情報セキュリティに係る緊急情報や団
体のセキュリティ向上に係る資料等を情報共有するWebサイト）の利用のほか、第三者によるサイバーセキュリティリスクの評
価を実施している。
（３）管理事務所は新江東清掃工場の余熱エネルギーを使用し暖房・冷房をまかなっている（再生可能エネルギーの利用率
は25%程度）。

緊急時の対応 配点 評価 評価の内容

（２）経理は、指定管理業務と自主事業とで明確に区分をしている。利益分配については、毎年度代表企業と構成企業間で分
配契約書を交わし明確化している。入金があった際は、入金後経理部に確認を行っており、チェック体制を整えている。
（３）物品一覧表を作成し、物品の種類・個数等を把握するとともに、年に一回、物品の棚卸しを行い、保管状況（状態・数量
等）を適正に管理している。

評

価

基

準

Ｓ 46点以上

A 43点～45点

Ｂ 30点～42点

Ｃ 29点以下
※２

※１

 



１ ０ ． 大井ふ頭中央海浜公園ホッケー競技場 【一次評価結果】

協定や事業計画に沿って、施設の安全性を確保しつつ、

適切に管理が行われているか

（ １ ） 施設・設備の適切な管理 （ 安全性の確保） ×2 ○

（ ２ ） 施設の清掃（ 清潔さ） ×1 ○

（ ３ ） 施設の警備 ×1 ○

（ ４ ） 人員配置及び人材育成の取組 ×1 ○

（ ５ ） 施設の提供について ×1 ○

個人情報保護、報告等は適切に行われているか

（ １ ） 個人情報保護・情報セキュリティ ×1 ○

（ ２ ） 情報公開の取組 ×1 ○

（ ３ ） 環境配慮への取組 ×1 ◎

（ ４ ） 各種法令等の遵守 ×1 ○ ※１ 　 標準点は、評価項目が全て中位の評価を受けた場合の得点。

※２

災害や事故への備えが適切に行われているか

（ １ ） 都への報告・連絡 ×1 ○

（ ２ ） 防災への配慮・緊急時対策 ×1 ○

（ ３ ） 事故への対応 ×1 ○

【確認事項】

適切な財務運営・財産管理が行われているか

（ １ ） 収支状況（ 安定的な運営） ×2 ◎

（ ２ ） 経理処理 ×1 ○

（ ３ ） 物品の管理 ×1 ○

利用促進効果

×2 ◎
（１）ホッケーの大会数について、23大会の目標に対し、27大会の開催ができている。その他、ラクロス、タッチラグビー、フラッ
グフットボールの大会を18大会開催し、計47大会の開催ができている。

事業計画通りのサービスが提供されているか

（ １ ） スポーツ振興事業又は障害者スポーツ振興事業等の実施状況 ×2 ○

（ ２ ） 自主事業の実施状況 ×2 ○

（ ３ ） 利用者に対するサービス提供事業の実施状況 ×2 ○

（ ４ ） 利用者ニーズの把握 ×2 ○

（ ５ ） サービス向上に向けた取組 ×2 ○

（ ６ ） 苦情等への対応 ×1 ○

（ ７ ） 利用促進への取組 ×2 ○

（ ８ ） 都の施策への協力等 ×2 ○

※評価: 　◎水準を上回る（ ２ 点） 　　　○水準どおり（ １ 点） 　　　△水準を下回る（ ０ 点）

（ １ ） 利用状況

事業の取組
配点 評価 評価の内容

指定管理者の財務状況について

主に日比谷花壇グループでの構成であり、経営は安定化し、借入金の

負担がないものも多く、特に問題は見られない。

事

業

効

果

利用状況
配点 評価 評価の内容

（５）ラクロス東日本クラブ選手権大会決勝戦に合わせてラクロスゴールのネットを購入、車椅子を配備する等、利用者サービ
ス向上に向けた取組みを実施している。
（６）苦情に対する対応策を適切に検討し、改善に向けた取組を実施している。具体的には、イベント開催時の音への苦情対
策として、イベント主催者との事前に打合せを行っている。備品の戻し場所に関する苦情への対応として、備品戻し場所の掲
示方法の見直しを行った。

（２）災害発生時の連絡体制を確立しており、緊急時対応マニュアルをすぐに参照できるように配備し、緊急連絡網も用意して
いる。施設内避難誘導路を整備し、また、メインピッチ、サブピッチにそれぞれ１台ずつAEDを設置している。

適切な財務運営・財産管理
配点 評価 評価の内容

「Ｓ 」は標準点の1.33倍以上の場合、

「Ａ 」は標準点の1.25倍以上かつ1.33倍未満の場合、

「Ｂ 」は標準点の0.88倍より大きくかつ1.25倍未満の場合、

「Ｃ 」は標準点の0.88倍以下の場合。

（２）植栽管理は計画に基づき実施したほか、状況に応じて草刈りや人工芝メンテナンス、落ち葉清掃の回数を増やした。
（３）令和６年度新たに初級パラスポーツ指導員（令和６年度新たに２名取得、計３名取得済み）、スポーツ施設管理士、ス
ポーツ施設運営士の資格を取得した。

標準点

34 点

法令等の遵守
配点 評価 評価の内容

資料４

合計点 一次評価結果

管

理

状

況

適切な管理の履行
配点 評価 評価の内容

39 点 Ｂ

（３）令和６年度2月より電力を100%再生エネルギーの会社に切り替えた。また植栽管理では、従来化石燃料を使っていた機
械類の電動化を進めた。物品購入の際は東京都グリーン購入ガイドに基づき調達している。
（４）関連法令をまとめてファイリングし、必要な時にすぐ閲覧できるようにしている。令和６年度は重大な法令違反の事実はな
い。

緊急時の対応 配点 評価 評価の内容

（１）電気の最大使用容量を検証し、電気の基本料金の見直しを図ったことで光熱水費を削減している。人工芝の維持管理や
植栽管理、多目的コートの散水作業等、自前で多くの作業を行い、経費縮減に努めている。利用者との関係構築により、定
期的に利用いただく団体が増え、年間利用者数は令和５年度比で約34%増加している。

評

価

基

準

Ｓ 46点以上

A 43点～45点

Ｂ 30点～42点

Ｃ 29点以下
※２

※１

 



９ ． カヌー・スラロームセンター 【一次評価結果】

協定や事業計画に沿って、施設の安全性を確保しつつ、

適切に管理が行われているか

（ １ ） 施設・設備の適切な管理 （ 安全性の確保） ×2 ○

（ ２ ） 施設の清掃（ 清潔さ） ×1 ◎

（ ３ ） 施設の警備 ×1 ○

（ ４ ） 人員配置及び人材育成の取組 ×1 ◎

（ ５ ） 施設の提供について ×1 ◎

個人情報保護、報告等は適切に行われているか

（ １ ） 個人情報保護・情報セキュリティ ×1 ○

（ ２ ） 情報公開の取組 ×1 ○

（ ３ ） 環境配慮への取組 ×1 ◎

（ ４ ） 各種法令等の遵守 ×1 ○ ※１ 　 標準点は、評価項目が全て中位の評価を受けた場合の得点。

※２

災害や事故への備えが適切に行われているか

（ １ ） 都への報告・連絡 ×1 ○

（ ２ ） 防災への配慮・緊急時対策 ×1 ○

（ ３ ） 事故への対応 ×1 ○

【確認事項】

適切な財務運営・財産管理が行われているか

（ １ ） 収支状況（ 安定的な運営） ×2 ○

（ ２ ） 経理処理 ×1 ○

（ ３ ） 物品の管理 ×1 ○

利用促進効果

×2 ◎

（１）令和６年度の個人利用者数は、令和５年度から約6,500人（約20％）増加した。
団体利用状況については、令和５年度比で施設全体の稼働率が増加しており、特に競技コースは令和５年度比8.2%増加し
た。
大会数については、目標大会数上回る８大会が開催された。

事業計画通りのサービスが提供されているか

（ １ ） スポーツ振興事業又は障害者スポーツ振興事業等の実施状況 ×2 ○

（ ２ ） 自主事業の実施状況 ×2 ○

（ ３ ） 利用者に対するサービス提供事業の実施状況 ×2 ◎

（ ４ ） 利用者ニーズの把握 ×2 ○

（ ５ ） サービス向上に向けた取組 ×2 ○

（ ６ ） 苦情等への対応 ×1 ○

（ ７ ） 利用促進への取組 ×2 ◎

（ ８ ） 都の施策への協力等 ×2 ◎

※評価: 　◎水準を上回る（ ２ 点） 　　　○水準どおり（ １ 点） 　　　△水準を下回る（ ０ 点）

（ １ ） 利用状況

事業の取組
配点 評価 評価の内容

指定管理者の財務状況について

代表団体である㈱協栄は、民間及び公的施設について、スポーツ施設

等を中心に長 年管理している実績を有し、東京都スポーツ推進企業にも

認定されている（ 認定番号20150076） 。財務的にも、無借金会社と

して安定的に運営されており、問題は検出されていない。

事

業

効

果

利用状況
配点 評価 評価の内容

（３）低年齢でも楽しめる事業として、新事業「カヌスラパーク」を開催し、陸域も活用して新規顧客の獲得に努めている。
利用者アンケート調査や利用者懇談会を実施しており、利用者ニーズを踏まえて、適切に事業の改善・見直しを図っている。
（７）積極的な広報を行った。特に江戸川区に協力を要請し、江戸川区の小中学生に2万枚ちらしを配布したことは効果があ
り、SNSのフォロワーが1500人→2100人に600人増加した。
ロケ誘致を増加させるべく専門家に相談しており、令和6年度のロケ実績はテレビ５件、ウ ェブ３件、新聞雑誌２件、フリーペー
パー1件であった。各種SNSも活用しており、イベント時にはInstagramの機能「ストーリーズ」を使って当日の様子を配信する
等、リアルタイムの情報発信も行っている。
（８）葛西臨海公園及び海浜公園と連携したBBQ場との連携プログラム「ラフティングツアー×手ぶらBBQセットプラン」は引き
続き実施し、好評を得ている。都の重点施策であるチルドレンファーストに関連する事業として、水難事故防止イベントを実施
した。主に小学生～中学生の親子を対象とし、水難事故が増える夏休み直前の7月に開催した。

（２）事故、事件、災害など様々なケースに応じた詳細な対応マニュアルを策定している。気象情報サービス「MiCATA」を導入
し、正確な情報収集に努めたり、他現場の事故事例を職員間で共有する等、未然の事故防止のための対応を行っている。

適切な財務運営・財産管理 配点 評価 評価の内容

「Ｓ 」は標準点の1.33倍以上の場合、

「Ａ 」は標準点の1.25倍以上かつ1.33倍未満の場合、

「Ｂ 」は標準点の0.88倍より大きくかつ1.25倍未満の場合、

「Ｃ 」は標準点の0.88倍以下の場合。

（２）定期清掃や、換水作業を計画通りに実施しており、施設やコース内を清潔な状態に保っている。加えて、清掃講習を行
い、スタッフの清掃技術と知識の向上に努めている。その結果、利用者アンケートにおいて、「清掃状態」の「十分満足」+「ま
あ満足」の割合は、100％である。
（４）利用者アンケート結果において、「職員の対応」の「十分満足」+「まあ満足」の割合は、個人利用で100％、専用利用（団
体）で95.6％である。上級救命技能認定、普通救命技能認定、上級体育施設管理士など個人別に「教育・資格記録」を作成
し、専門性教育を重視している。
（５）競技コースについては、利用を集約することで、空き時間を有効的に利用している。他の施設に関しても、調整の付くもの
に関しては当日まで受け入れを行い、利用者のニーズに答えられるように柔軟に対応している。TV番組や他メディアのロケ
収録や撮影などの相談は引き続き増加しており、それに伴い営業時間外での利用や、今までに無い撮影内容の要望も増え
ているが、都度打合せを行い可能な範囲で柔軟に対応を行っている。

標準点

34 点

法令等の遵守 配点 評価 評価の内容

資料４

合計点 一次評価結果

管

理

状

況

適切な管理の履行
配点 評価 評価の内容

46 点 Ｓ

（３）水道使用量と電気使用量について、水道使用量は、昨年度比較で7月：3,118→1,630㎥（△1,488）、8月：3,391→2,543㎥
（△843）、電気使用量は、昨年度比較で7月：250,336→206,511kwh（△43,825）、8月：295,213→227,014kwh（△68,199）とな
り、使用量の多い夏場全体で削減するなど、施設を効率的に運営している。
消耗事務用品を中心にグリーン購入を実施し、職員の服装の一部には環境保護をブランドポリシーとして掲げるＰａｔａｇｏｎｉａ
製や海洋プラスチックごみを原料に製品を製造するＭａｒｉｂ　Ｓｈｉｒｔｓ製を採用している。

緊急時の対応
配点 評価 評価の内容

（２）経理状況は明確になっている。仕訳日記帳は現場、本社、会計担当の3者でチェックし、計上誤りを防ぐ形となっており、
適切に管理している。
（３）備品の安全性については、月に一度、状態の確認を行っている。また、点検項目に含まれていない設備についても日常
的にスタッフが目視点検し、損傷などを発見次第、業者に依頼し交換作業を進めている。

評

価

基

準

Ｓ 46点以上

A 43点～45点

Ｂ 30点～42点

Ｃ 29点以下
※２

※１

 



１ ２ ． 東京都パラスポーツト レーニングセンター 【一次評価結果】

協定や事業計画に沿って、施設の安全性を確保しつつ、

適切に管理が行われているか

（ １ ） 施設・設備の適切な管理 （ 安全性の確保） ×2 ○

（ ２ ） 施設の清掃（ 清潔さ） ×1 ○

（ ３ ） 施設の警備 ×1 ○

（ ４ ） 人員配置及び人材育成の取組 ×1 ○

（ ５ ） 施設の提供について ×1 ◎

個人情報保護、報告等は適切に行われているか

（ １ ） 個人情報保護・情報セキュリティ ×1 ○

（ ２ ） 情報公開の取組 ×1 ○

（ ３ ） 環境配慮への取組 ×1 ○

（ ４ ） 各種法令等の遵守 ×1 ○ ※１ 　 標準点は、評価項目が全て中位の評価を受けた場合の得点。

※２

災害や事故への備えが適切に行われているか

（ １ ） 都への報告・連絡 ×1 ○

（ ２ ） 防災への配慮・緊急時対策 ×1 ○

（ ３ ） 事故への対応 ×1 ○

【確認事項】

適切な財務運営・財産管理が行われているか

（ １ ） 収支状況（ 安定的な運営） ×2 ○

（ ２ ） 経理処理 ×1 ○

（ ３ ） 物品の管理 ×1 ○

利用促進効果

×2 ○
（１）令和６年度の個人利用者数は令和５年度から約300人（約20％）の増加となった。従来からの利用者の利用頻度の上昇
や、無料開放デー等を契機とした新規利用者の獲得が要因となっている。
団体利用状況について、体育室は稼働率が令和５年度49.8％から令和６年度67.6％となった。

事業計画通りのサービスが提供されているか

（ １ ） スポーツ振興事業又は障害者スポーツ振興事業等の実施状況 ×2 ◎

（ ２ ） 自主事業の実施状況 ×2 ○

（ ３ ） 利用者に対するサービス提供事業の実施状況 ×2 ○

（ ４ ） 利用者ニーズの把握 ×2 △

（ ５ ） サービス向上に向けた取組 ×2 ○

（ ６ ） 苦情等への対応 ×1 ○

（ ７ ） 利用促進への取組 ×2 ○

（ ８ ） 都の施策への協力等 ×2 ○

※評価: 　◎水準を上回る（ ２ 点） 　　　○水準どおり（ １ 点） 　　　△水準を下回る（ ０ 点）

（ １ ） 利用状況

事業の取組
配点 評価 評価の内容

指定管理者の財務状況について

代表団体である（ 公社） 東京都障害者スポーツ協会は、公益社団とし

て比較的安定的に運営されているが、今期は僅少の赤字となった。構成

企業である㈱東京スタジアムは赤字企業であるが自治体等の出資により

設立されたものであるため、財務上の懸念は小さい。

事

業

効

果

利用状況
配点 評価 評価の内容

（１）障害のある人が取り組みやすく、多くの人が楽しめる卓球教室やバドミントン教室、ヒップホップダンス教室をパラスポー
ツ団体、地域のクラブの協力を得ながら実施している。
（４）利用者懇談会は未実施である。
（７）HPでの周知の他、指定管理団体の発行する季刊誌及びコンソーシアムを組んでいる東京スタジアムの発刊する情報誌
への情報掲載、PRチラシを作成し近隣施設での配架や配布など、積極的に情報発信に取り組んでいる。また、事業及び重要
なお知らせの周知については、HPだけではなくSNSを活用してリアルタイムでの情報発信を行っている。

（２）安否確認サービスに登録し、災害発生時に各自の安否確認をクラウド上で確認できるシステムを導入している。防災訓
練にあたっては、当施設独自で行う訓練に加え、味の素スタジアムと合同での消防訓練も行っている。

適切な財務運営・財産管理
配点 評価 評価の内容

「Ｓ 」は標準点の1.33倍以上の場合、

「Ａ 」は標準点の1.25倍以上かつ1.33倍未満の場合、

「Ｂ 」は標準点の0.88倍より大きくかつ1.25倍未満の場合、

「Ｃ 」は標準点の0.88倍以下の場合。

（４）管理運営基準に則り、総括責任者を配置し、トレーニング室は常時、業務従事者を2箇所に配置している。業務従事者は
20歳以上であり体育系大学（短大を含む。）若しくは体育専門学校を卒業（卒業見込を含む。）している者、又はトレーナー業
務に関し専門的な知識と技術及び顕著な業務歴を有している者を配置している。
（５）令和6年度は6月より東京都スポーツ施設予約システムが導入されたため、予約システムのスムーズな導入のため、利用
団体向けに操作説明会を複数回開催したほか、操作マニュアルの作成・配布を行っている。

標準点

34 点

法令等の遵守
配点 評価 評価の内容

資料４

合計点 一次評価結果

管

理

状

況

適切な管理の履行
配点 評価 評価の内容

35 点 Ｂ

（３）事務室内の未使用エリアや利用していない施設などは消灯し、シャワ ーの給湯器についても利用者がいるときのみつけ
ている。障害により体温調節ができない利用者もいるため、空調の設定温度は利用者に合わせて設定をしている。
（４）公益社団法人東京都障害者スポーツ協会において規程集を策定し、組織・人事・給与・財務・福利厚生等運営に必要な
法令規程等はすべて整備しており、これを遵守し運営している。

緊急時の対応 配点 評価 評価の内容

（２）経理処理は、協会の財務会計規程に基づき明確な責任者体制のもと適正に処理している。また、税理士に依頼し、内部
監査、及び日常的に指導を受けられる体制の整備を行っている。
（３）貸与備品と調達備品を区別し、適切に管理している。トレーニング室の物品については、業者による年1回の点検に加
え、開館時と閉館時に適宜確認している。その他貸与備品については、使用終了後に点検し、良好な状態を保っている。

評

価

基

準

Ｓ 46点以上

A 43点～45点

Ｂ 30点～42点

Ｃ 29点以下
※２

※１

 



１ ３ ． 東京都障害者総合スポーツセンター 【一次評価結果】

協定や事業計画に沿って、施設の安全性を確保しつつ、

適切に管理が行われているか

（ １ ） 施設・設備の適切な管理 （ 安全性の確保） ×2 ○

（ ２ ） 施設の清掃（ 清潔さ） ×1 ○

（ ３ ） 施設の警備 ×1 ○

（ ４ ） 人員配置及び人材育成の取組 ×1 ○

（ ５ ） 施設の提供について ×1 ○

個人情報保護、報告等は適切に行われているか

（ １ ） 個人情報保護・情報セキュリティ ×1 ○

（ ２ ） 情報公開の取組 ×1 ○

（ ３ ） 環境配慮への取組 ×1 ◎

（ ４ ） 各種法令等の遵守 ×1 ○ ※１ 　 標準点は、評価項目が全て中位の評価を受けた場合の得点。

※２

災害や事故への備えが適切に行われているか

（ １ ） 都への報告・連絡 ×1 ○

（ ２ ） 防災への配慮・緊急時対策 ×1 ○

（ ３ ） 事故への対応 ×1 ○

【確認事項】

適切な財務運営・財産管理が行われているか

（ １ ） 収支状況（ 安定的な運営） ×2 ○

（ ２ ） 経理処理 ×1 ○

（ ３ ） 物品の管理 ×1 ○

利用促進効果

×2 ◎ （１）令和6年度の個人利用者数は令和5年度より約20,000人（約24％）増加している。

事業計画通りのサービスが提供されているか

（ １ ） スポーツ振興事業又は障害者スポーツ振興事業等の実施状況 ×2 ◎

（ ２ ） 自主事業の実施状況 ×2 -

（ ３ ） 利用者に対するサービス提供事業の実施状況 ×2 ○

（ ４ ） 利用者ニーズの把握 ×2 ○

（ ５ ） サービス向上に向けた取組 ×2 ○

（ ６ ） 苦情等への対応 ×1 ○

（ ７ ） 利用促進への取組 ×2 ○

（ ８ ） 都の施策への協力等 ×2 ○

※評価: 　◎水準を上回る（ ２ 点） 　　　○水準どおり（ １ 点） 　　　△水準を下回る（ ０ 点）

（ １ ） 利用状況

事業の取組
配点 評価 評価の内容

指定管理者の財務状況について

代表団体である（ 公社） 東京都障害者スポーツ協会は、公益社団とし

て安定的に運営されているが、今期は赤字となっている。

事

業

効

果

利用状況
配点 評価 評価の内容

（１）相談事業について、運動相談は令和5年度143名のところ、令和6年度154名と増加している。これは、新規登録者に向け
て利用促進を図ったことによる。
また、令和6年度新規事業「パラスポーツトレーナーによる運動相談」は年間12枠を確保し、予約率は100％となった。本事業
については令和5年度はアスリートを対象として実施をしていたが、令和６年度は競技実施者ではないセンター利用者へ対象
を拡大したことによる。正しい身体の使い方や身体づくりを学び、日頃のトレーニングの見直しを図る機会を創出している。
（５）医師や理学療法士、管理栄養士による相談事業、リモート教室や地域交流教室を開催する等、利用者サービス向上に
向けた取組を実施している。

（２）安否確認システムを導入し、災害発生の際に、安否確認メールを職員に送り職員の安否確認をしている。
東日本大震災を教訓とし、災害活動相互応援協定を結んでいる近隣施設と合同で大地震を想定した総合訓練を実施してい
る。

適切な財務運営・財産管理
配点 評価 評価の内容

「Ｓ 」は標準点の1.33倍以上の場合、

「Ａ 」は標準点の1.25倍以上かつ1.33倍未満の場合、

「Ｂ 」は標準点の0.88倍より大きくかつ1.25倍未満の場合、

「Ｃ 」は標準点の0.88倍以下の場合。

（１）故障や不具合が発生した場合は利用者の安全を第一に考え、速やかに、可能な範囲で修理・修繕等を行い利用に支障
が無いよう対応している。
（４）パラスポーツ指導員（初級・中級・上級・スポーツコーチ）及び健康運動指導士、介護予防運動指導員等の有資格者を配
置している。職員がセンター運営に必要な資格を取得するにあたっては、当協会の職員資格取得助成制度の活用を図ってい
る。

標準点

32 点

法令等の遵守
配点 評価 評価の内容

資料４

合計点 一次評価結果

管

理

状

況

適切な管理の履行
配点 評価 評価の内容

37 点 Ｂ

（３）電気の需給業者を令和4年度より再生可能エネルギー供給者に変更し、以降再生可能エネルギー100％（都からの要請
は30％以上）を上回る運用を続けている。また日々の施設管理では、館内の電球の一部をＬＥＤ電球で対応することで、館内
節電に努め、館内シャワーヘッドをすべて節水型にすることで節水に努めている。

緊急時の対応 配点 評価 評価の内容

（２）経理処理のチェック体制については協会の財務会計規程に基づき明確な責任体制のもと適正に処理している。また、税
理士に依頼し、内部監査、及び日常的に指導を受けられる体制の整備を行っている。
（３）物品取扱責任者を設置し、物品を常に良好な状態で維持・保全するとともに、施設の運営を円滑に行うため、保全物品・
購入物品・収得物品に区分した物品一覧表等を備え、常に数量・使用場所・使用状況等の把握をしている。

評

価

基

準

Ｓ 43点以上

A 40点～42点

Ｂ 29点～39点

Ｃ 28点以下
※２

※１

 



１ ４ ． 東京都多摩障害者スポーツセンター 【一次評価結果】

協定や事業計画に沿って、施設の安全性を確保しつつ、

適切に管理が行われているか

（ １ ） 施設・設備の適切な管理 （ 安全性の確保） ×2 ○

（ ２ ） 施設の清掃（ 清潔さ） ×1 ○

（ ３ ） 施設の警備 ×1 ○

（ ４ ） 人員配置及び人材育成の取組 ×1 ○

（ ５ ） 施設の提供について ×1 ○

個人情報保護、報告等は適切に行われているか

（ １ ） 個人情報保護・情報セキュリティ ×1 △

（ ２ ） 情報公開の取組 ×1 ○

（ ３ ） 環境配慮への取組 ×1 ◎

（ ４ ） 各種法令等の遵守 ×1 ○ ※１ 　 標準点は、評価項目が全て中位の評価を受けた場合の得点。

※２

災害や事故への備えが適切に行われているか

（ １ ） 都への報告・連絡 ×1 ○

（ ２ ） 防災への配慮・緊急時対策 ×1 ◎

（ ３ ） 事故への対応 ×1 ○

【確認事項】

適切な財務運営・財産管理が行われているか

（ １ ） 収支状況（ 安定的な運営） ×2 ○

（ ２ ） 経理処理 ×1 ○

（ ３ ） 物品の管理 ×1 ○

利用促進効果

×2 ◎
（１）令和６年度の個人利用者数は92,298人となり、令和５年度から26.1％増加している。
また、令和6年度新規登録者数については、令和５年度を上回っており、新規登録者数は528名である。

事業計画通りのサービスが提供されているか

（ １ ） スポーツ振興事業又は障害者スポーツ振興事業等の実施状況 ×2 ◎

（ ２ ） 自主事業の実施状況 ×2 -

（ ３ ） 利用者に対するサービス提供事業の実施状況 ×2 ○

（ ４ ） 利用者ニーズの把握 ×2 ○

（ ５ ） サービス向上に向けた取組 ×2 ◎

（ ６ ） 苦情等への対応 ×1 ○

（ ７ ） 利用促進への取組 ×2 ○

（ ８ ） 都の施策への協力等 ×2 ◎

※評価: 　◎水準を上回る（ ２ 点） 　　　○水準どおり（ １ 点） 　　　△水準を下回る（ ０ 点）

（ １ ） 利用状況

事業の取組
配点 評価 評価の内容

指定管理者の財務状況について

代表団体である（ 公社） 東京都障害者スポーツ協会は、公益社団とし

て安定的に運営されているが、今期は赤字となっている。

事

業

効

果

利用状況
配点 評価 評価の内容

（１）利用者数のデータを活用し、客観的なデータに基づき効果的に事業を実施している。
具体的には、曜日別、時間帯別、年齢別、障害者別の利用者数を統計として抽出した上で、参加者がさらに増える曜日・時間
帯に変更し、その効果で教室受講者が定員越えをしている事業が増えた。
また、月ごとに曜日別、時間帯別の利用状況を抽出し、利用状況を分析することで、次の計画に生かしている。客観的なデー
タをもとにPDCAを回し、改善を積極的に図っている。
（５）様々な立場の利用者が利用しやすい環境整備として、「家族更衣室・多目的トイレ・家族風呂」の名称を「バリアフリー更
衣室・バリアフリートイレ・バリアフリー風呂」に変更した。案内掲示の漢字にルビを振り、ピクトグラム矢印等の記号やイラスト
を用いて表示したことにより、案内表示の分かりやすさを向上させた。
（８）「出かけようパラカヌー教室」を日本パラカヌー連盟の協力のもと江戸川区新左近川親水公園カヌー場で実施、小金井公
園・東京たてもの園と連携しクイズを用意しながら楽しく歩けるアウトドア「TAMAウォーク」を実施した。
2025年デフリンピック開催にあたっては、令和6年12月8日開催の「障害者週間記念事業」においてスタートランプ体験や国際
手話体験を実施し、デフリンピックの積極的なPRに努めた。

（２）多摩支所との合同総合防災訓練を11月29日に例年通り実施した。また、令和６年度新たに、11月20日に宿泊時対応訓練
を実施し、委託業者（警備、設備）も入れて、より実践的なものとした。令和６年度より新たに導入したPHSを活用した連絡体制
や方法の確認など、効果的かつ効率的な訓練を実施した。

適切な財務運営・財産管理 配点 評価 評価の内容

「Ｓ 」は標準点の1.33倍以上の場合、

「Ａ 」は標準点の1.25倍以上かつ1.33倍未満の場合、

「Ｂ 」は標準点の0.88倍より大きくかつ1.25倍未満の場合、

「Ｃ 」は標準点の0.88倍以下の場合。

（４）トレーニング室においては、正規職員又は契約職員を1名以上配置し、技術指導等、利用者の障害特性に合わせサポー
トしている。体育館、卓球室、サウンドテーブルテニス室においては、個人でも利用できるようヒッティングパートナーとしてス
ポーツ支援スタッフが対応をしている。
（５）3ヵ月前からの団体利用の予約受付、団体キャンセル時には施設を個人利用に開放している。

標準点

32 点

法令等の遵守
配点 評価 評価の内容

資料４

合計点 一次評価結果

管

理

状

況

適切な管理の履行
配点 評価 評価の内容

41 点 A

（１）令和6年4月21日に個人情報インシデント事案が発生した。発生後、速やかに対応を行い外部への流出はなかった。再発
防止として、システムの改修（メール送信時のセルフチェックリスト機能を増設）および全職員対象のコンプライアンス研修を実
施した。
（３）全館照明のLED化、太陽光発電設備の設置と発電量の館内表示、利用状況に応じた消灯の実施、100%再生エネルギー
の電力事業者の選定・電力契約など、環境に一層配慮した取組をしている。

緊急時の対応
配点 評価 評価の内容

（１）指定管理料の執行については、効率的な運営により年度計画通り執行している。赤字にならぬよう執行管理を行ってい
る。収支赤字はこれまでない。
（３）物品の使用にあたっては、使用・設置方法を熟知するとともに、年１回の点検・状態の把握等を徹底し、利用者が安心し
て使用できるよう、各スポーツ施設単位で定期的な棚卸点検を実施している。

評

価

基

準

Ｓ 43点以上

A 40点～42点

Ｂ 29点～39点

Ｃ 28点以下
※２

※１
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大項
目

中項
目

確認項目 特にアピールしたい点（具体的に）、改善点等

自主
財源
の確
保

ネーミ ング
ラ イ ツの導
入

○令和7 年度から ネーミ ングラ イ ツを導入する こ と と し 、 契約の相手方である 京王電鉄株式
会社を含む各関係者と 調整し 、 準備を行った。
○外部資金の導入によ って財政基盤を確保でき る ほか、 新たな通称名である 「 京王アリ ーナ
TOKYO」 を広め、 地域企業と 連携する こ と で、 よ り 地域に根ざし たス ポーツ施設と なる こ
と を目指す。

適切
な管
理の
履行

施設・ 設備
の安全性の
確保

○高騰し ている 電気・ ガス 料金に対する 政府助成が減り 、 ま た、 CO2 削減が求めら れる
中、 徹底し た省エネを行い、 光熱水費をほぼ前年度並みに抑える こ と が出来た。
○施設設備が経年劣化する 中、 年間業務実施計画に基づき 予防保全を行う と と も に、 施設部
門だけでなく 全ス タ ッ フが施設の状況に気配り する こ と によ り 、 故障やト ラ ブルを防止し 、
安定し た施設運営に資し ている 。 ま た、 イ ベント 開催時には主催者側の警備、 さ ら には近隣
の味の素ス タ ジアムの警備と も 緊密に連携し 、 エリ ア全体の保安を実施し ている 。

利用
状況

利用状況

○大型ス ポーツイ ベント や学校・ 企業の体育祭等、 様々な団体に利用いただき 、 都民がス
ポーツに触れ合う 機会を提供する と と も に、 地域の賑わい創出と し て多く のコ ンサート 等を
誘致し 、 大勢のお客様にご来場いただいた。
○前年度対比約1 0 6 ％（ 4 5 ,4 9 6 名増） の年間延べ8 1 9 ,1 0 6 名（ 団体利用延べ6 3 7 ,1 8 4
名、 個人利用延べ1 8 1 ,9 2 2 名） の方にご利用いただいた。
○施設の稼働率（ 利用コ マ数／利用可能コ マ数） は、 メ イ ンアリ ーナが9 2 .5 ％、 サブア
リ ーナが9 8 .0 ％と 、 いずれも 前年度を上回った。

地域貢献事
業等の実施
状況

○地元３ 市と の連携と し て、 新たに三鷹市の国立天文台及びNPOと の連携によ り 当館の屋
上で星空観望会を2 度開催し 、 三鷹市を含むJ R線沿線にお住ま いの方にも 参加し ていただい
た。 ま た、 府中市政7 0 周年を記念し 、 味ス タ 感謝デーにて府中市ブース （ エコ バッ グ作
り ） の出展いただき 多く の方に参加いただいたほか、 引き 続き 調布市と 連携し て車いすバス
ケのエキシビショ ンマッ チを開催し た。
〇地域貢献事業： １ ０ 事業実施（ 延べ2 0 ,1 3 9 名参加、 前年度から 2 2 5 名増）

自主事業の
実施状況

〇年間4 2 本のレッ ス ンプロ グラ ム（ ス タ ジオ3 2 本、 プール1 0 本） の提供や、 ト レーニン
グジムでのイ ンボディ 測定及びパーソ ナルト レーニングを実施し 、 延べ6 3 ， 9 2 2 名（ 前年
度から 7 ,7 5 5 名増） にご参加いただいた。
〇フリ ーパス 会員の利用者数は4 0 ,8 7 6 名（ 前年度から 5 ， 6 5 7 名増） と なった。
〇週１ 回「 お楽し みレッ ス ン」 を実施し 、 他施設で人気のある プロ グラ ムや話題のメ ニュ ー
を紹介し 、 利用者の反応や参加率を参考に、 メ ニュ ーの入れ替えを検討する など、 利用者
ニーズに沿ったプロ グラ ムの提供に取り 組んでいる 。

積極的な利
用者サービ
ス の向上

○団体利用については、 利用団体と 事前の下見案内及び打ち合わせを行う こ と で、 イ ベント
内容及び要望等を確認する と と も に、 入退館時間を可能な限り 内容・ 希望に応じ て早朝・ 深
夜の場合も 職員が柔軟に対応し ている 。 ま たイ ベント の開催時には職員が主催者の運営本部
の隣室に待機し 、 サポート し ている 。

利用者ニー
ズの把握

〇令和７ 年３ 月に取り ま と めた当館独自で実施し ている 利用者アンケート の「 総合満足度」
項目では、 ジム・ プールの個人利用者は9 6 .6 % 、 メ イ ンアリ ーナの利用団体は1 0 0 % 、 サ
ブアリ ーナの利用団体は9 5 .0 % から 「 十分満足」 「 ま あ満足」 と の回答を得た。 特に「 施
設設備の使いやすさ 」 「 清掃状態（ 清潔さ ） 」 「 ス タ ッ フの対応」 「 安全管理」 で評価が高
く 、 総じ て満足度は高い。
〇利用者懇談会を開催し 、 メ イ ンアリ ーナを利用し た競技団体2 団体と コ ンサート 主催者２
団体と の意見交換を行う と と も に、 サブアリ ーナ及びジム・ プール利用者を対象に利用者ア
ンケート を実施し ている 。

利用促進へ
の取組

〇HPについてはアク セシビリ ティ 対応と し て、 音声化がし やすく なる よ う ページレイ アウ
ト を変更し 、 館内図やアク セス ページへのキャ プショ ンを追加する と と も に、 団体利用案内
ページのテキス ト 化等を行った。 ま た、 当館で開催さ れる イ ベント や主催イ ベント 等の案
内・ 開催報告及びス タ ジオ・ プールプロ グラ ムをHPで見やすいかたちで掲載し 提供し てい
る 。
〇S NS では、 毎朝、 開館時間やメ イ ンアリ ーナ、 駐車場の状況を発信し 、 営業状況を確認し
やすいよ う にし 、 あわせてHPでの更新内容をお知ら せし ている 。 その他、 大型イ ベント の
際は、 京王電鉄と 連携し 実施し ている 臨時停車の情報や物販開始時間、 カフェ の情報等を積
極的に発信し ている 。

その他

○昨年度は新たに、 世界的なeス ポーツ(ス ト リ ート ファ イ タ ー６ )の試合イ ベント の興行を実
施し た。 ま た、 w eb でのコ ンテンツ配信を中心に行っている You Tu b er、 VTu b erなどをコ
ンサート 形式で実施する イ ベント を初めて２ 本実施し た。
〇アート 系のイ ベント と し て、 毎回好評を得ている 多目的ス ペース を活用し た窓ガラ ス アー
ト を引き 続き 実施し たほか、 新たに多摩美術大学の卒業生を講師に迎えワ ーク ショ ッ プを実
施し た。
〇2 0 2 5 年デフリ ンピッ ク のバド ミ ント ンの会場と し て、 ス ポーツディ レ ク タ ーやデフリ ン
ピッ ク チームの視察の受け入れや、 デフリ ンピッ ク 準備運営本部と 東京都の国際ス ポーツ事
業部によ る 競技運営の実地検証やミ ルオト （ ス ポーツの音や雰囲気を可視化する シス テム）
の実地テス ト （ 検証） を当館で行える よ う 主催者と の調整を行った。 ま た、 ス ポーツの日記
念事業においてデフリ ンピッ ク 紹介ブース の設置を協力し た。

〔作成上の注意事項〕
　・挙げていただく項目数に制限はありませんが、A４で１枚に収まるようご作成ください。
　・ご提出いただいたプレゼンテーション資料は、評価委員会の会議資料として、後日、スポーツ推進本部のHPに掲載します。

令和６年度の管理運営状況　（　武蔵野の森総合スポーツプラザ　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 指定管理者：　東京スタジアムグループ

管理
状況

事業
効果

事業
の取
組み
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大項目 中項目 確認項目 特にアピールしたい点（具体的に）、改善点等

定期保守・
予防保全・
安全管理

〇清掃作業基準に則り 、 予約がある 日・ ない日問わず日常清掃・ 定期清掃を 細やかに行い施設
の美観と 清潔を維持し ている 。
〇芝生が伸びる 5 月～1 1 月にかけて毎月こ ま めに芝刈り を 行った。 ま た、 全日本大会など大き
な試合の前日に合わせて行う など 利用者の希望に沿って実施し た。
〇高木・ 低木せん定、 除草、 害虫駆除など芝地以外の植栽手入れも 定期的に行った。
〇日々の巡回点検業務では休憩舎・ 芝生・ 倉庫など敷地内の警備及び設備点検も 兼ねており 、
利用者の安全確認や設備の損傷・ 劣化の早期発見に務めている 。
〇巡回点検時は消火器等備品、 火災報知器、 A EDラ ンプの確認も 行い日誌に記し 、 常に緊急時
に備えている 。 異常があれば速やかに管理事務所へ報告し 、 担当職員が確認へ向かう 体制を
取っている 。
〇常勤職員はパラ ス ポーツ 指導員養成講習を受講し 上級救命技能認定証を習得し ている 。
〇年末年始の事務所閉所時は警備員を雇い、 夢の島公園と と も に巡回を行い保安を 実施し た。
〇1 2 月9 日に夢の島公園・ 熱帯植物館と 共同で防災訓練を 実施。 アーチェ リ ー上にて消火器操
作訓練を行っ た。

修理・ 修繕

〇日々の予防保全によ り 今年は大き な修繕はなかった。
〇1 月に築山裏のベンチ補修工事を行った。 5 脚分の古く なった座板を剥がし 、 脚部の金属塗装
を実施し た。 施工は2 日間の短期間で実施し た。
〇アーチェ リ ー場利用団体の要望によ り 、 東京都によ っ て1 月から 3 月にかけて侵入防止柵・ 門
扉の追加工事・ 設置が行われた。 施工中の安全管理においては施工業者と 打ち合わせを行っ
た。 安心・ 安全・ 迅速に大会運用ができ る と 利用者から 満足の声をいただいた。

施設の利用
調整

〇優先予約対象である アーチェ リ ー団体やアルティ メ ッ ト 競技団体と 連絡を 取り 合い、 各団体
の大会準備・ 運営に協力。 関係維持に努め、 年間の予約を確定し た。
〇他のス ポーツ競技利用（ マラ ソ ン、 モルッ ク 、 西洋甲冑試合） や撮影利用（ テレ ビ・ CM撮
影、 植物館と 連携し たウ エディ ングフォ ト ） をお受けし 、 適宜打ち合わせを 行い、 それぞれの
ニーズに合わせて多様な利用方法での占用利用に応えた。

その他

〇責任者のみで行っ ていた消火器等備品、 火災報知器、 AEDラ ンプの確認を 巡回点検業務に含
め、 業務の効率化を はかっ た。
〇芝地以外の植栽管理は公園管理職員が行う など コ ンソ ーシアムを活かし た協力体制を取っ
た。
〇今年よ り 、 予約がない日は当日利用も 柔軟に受けている こ と を利用者に積極的にご案内し て
いる 。 近隣のス ポーツ施設などを 借り ら れなかっ た方の受け入れなど で需要があっ た。 （ 1 月
の動画撮影、 2 月のチアダンス 教室）

優先利用状
況

〇関東学生アーチェ リ ー連盟、 全日本アーチェ リ ー連盟、 全日本学生アーチェ リ ー連盟、 東京
都アーチェ リ ー協会、 東京都高等学校体育連盟、 日本フ ラ イ ングディ ス ク 協会を中心に利用。
週末はほぼ各団体の試合で利用さ れた。

一般利用状
況

〇マラ ソ ン、 モルッ ク 、 西洋甲冑試合利用試合などの利用。
〇テレ ビ・ CM撮影、 ウ エディ ングフ ォ ト 、 チアダンス 教室など の一時利用。
〇マラ ソ ンは夢の島公園管理事務所と 連携し 公園全体を 使用し たイ ベント のス タ ート 地点と し
ての利用を実施し た。 ウ エディ ングフォ ト は、 夢の島熱帯植物館と 連携し た。 コ ンソ ーシアム
を活かし アーチェ リ ー場の利用方法の提案を行いご予約に繋げた。

ス ポーツ 振
興事業・ ス
ポーツの日
記念事業

〇第一四半期にブラ イ ンド サッ カー教室と アーチェ リ ー初心者講習会を開催し た。
〇ス ポーツの日にアーチェ リ ー体験2 種類と ブラ イ ンド サッ カー、 かけっこ 教室を 開催し た。
ス ポーツ振興と パラ ス ポーツ普及に貢献し た。 ス ポーツ に気軽に親し んでいただく こ と と 、 夢
の島公園アーチェ リ ー場を 認識し ていただく こ と を第一に無料で開催し た。 結果、 2 7 0 名の来
場があった。
〇アーチェ リ ー初心者講習会は想定人数3 0 名に対し 3 6 名の参加があり 、 アーチェ リ ーを体験
し てみたいと いう 方の需要を確認でき たため、 定期開催を検討し た。

自主事業

〇今年度初開催のティ ラ ノ サウ ルス レ ース は普段体を動かさ ない方にも 気軽に楽し く 参加し て
いただき 、 S N S でも 感想の投稿が多く 大変好評だった。 夢の島公園アーチェ リ ー場専用アン
ケート では8 2 .4 ％の人が大変満足、 1 7 .6 ％の人が満足と 回答。 参加者は1 0 代未満から 5 0 代
ま でと 年齢層も 幅広かった。 こ れをき っ かけに夢の島公園アーチェ リ ー場を 初めて訪れたと い
う 回答が7 6 .5 ％を占め、 知名度向上に繋がっ た。 当日は観客含め約3 4 0 人の来場者で賑わっ
た。
〇屋外施設と いう ロ ケーショ ンを 活かし たツリ ーク ラ イ ミ ングは予約枠3 0 名に対し 2 7 名参加
と ほぼ満席で昨年同等に好調と なった。
〇6 /1 に開催し た元ラ グビ ー日本代表選手によ る 「 ボールパーク 」 は、 新聞社やテレ ビの取材
が6 件入り 話題を集めた。

周辺連携

〇7 月・ 1 1 月の2 回にわたり 植物館の協力のも と 野外コ ンサート を開催し た。
〇上記の他、 近隣中学生がボラ ンティ アで運営参加し た1 2 月のシバすべり と 、 近隣施設協力の
も と 開催し た2 月のティ ラ ノ サウ ルス レ ース イ ベント にて周辺連携が叶った。
〇特にティ ラ ノ レ ース では、 日本ティ ラ ノ サウ ルス 競技連盟や江東区観光協会の職員の協力の
も と 、 Bu m B東京ス ポーツ 文化館や夢の島熱帯植物館にも 協賛品や運営サポート 協力を仰ぎ実
施し た。 結果、 周辺施設よ り 次回開催時も 協力し たい・ 規模を 拡大し て実施し たいと ご好評い
ただいている 。

サービス 向
上に向けた
取り 組み

〇自動販売機継続設置と こ ま めなゴミ 回収を行っ た。
〇フード カーの招致や、 イ ベント 時にBu m B東京ス ポーツ文化館協力のも と 園路でのワ ンハン
ド フード 販売などは利用者に好評だった。

その他 〇近隣の高校（ チャ レ ンジス ク ール） のボラ ンティ ア部の活動の場を 提供し た。

〔作成上の注意事項〕
　・挙げていただく項目数に制限はありませんが、A４で１枚に収まるようご作成ください。
　・ご提出いただいたプレゼンテーション資料は、評価委員会の会議資料として、後日、スポーツ推進本部のHPに掲載します。

令和６年度の管理運営状況　（　夢の島公園アーチェリー場　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定管理者：　　アメニス夢の島グループ
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大項
目

中項
目

確認項目 特にアピールしたい点（具体的に）、改善点等

修理・修
繕、予防
保全

月次点検及び巡回点検で不具合箇所等早期発見に努めている。不具合が発見された場合は、まず直営で対応し補修
不可時は、速やかに業者に委託し対応している。
修繕では、サブピッチの芝生エリアに向かう通路の不陸の改善、チームベンチのブロンズパネルや摩耗タイヤの予
防交換、防犯カメラ、電光表示装置の不具合改善、サブピッチのピッチ出入口扉の老朽化したドアクローザーの交
換などを業者に委託し実施したほか、散水不具合（4回）、多目的コートの出入口扉の不具合の改善を直営作業で
実施し、コスト削減を図った。

その他の
管理

植栽管理は計画に基づき実施したほか、ピッチ内への落枝対策・落ち葉対策として樹木の強剪定を2回実施してい
る。また、低木剪定については直営作業も交え適宜実施した。
人工芝のスポーツトラクターによるメンテナンスは、仕様では年4回のところ、月1回以上、計16回のほか、落ち
葉清掃を委託で16回、その他適宜、直営スタッフが清掃を実施した。

有資格者
の配置

エネルギー管理員、防火管理者、初級パラスポーツ指導員、自衛消防技術認定者、上級救命技能認定者など、基準
通り配置した。令和6年度は新たに初級パラスポーツ指導員を2名増、そのほかスポーツ施設管理士、スポーツ施
設運営士の資格を取得した。

職員の接
遇対応

利用者からの要求事項に関しては即時対応を基本とし、即時対応できない場合には利用者に丁寧に説明しご理解い
ただいた。遺失物の問い合わせについても都度現地を確認し折り返し返答するなど親切な対応に努めた。
明るく丁寧な挨拶を心がけ、失礼のない態度、言葉遣いで対応するよう努めた。都立スポーツ施設利用者アンケー
トでも、十分満足、まあ満足が多数を占めており、不満に感じた人は受付の待ち時間に対してであった。3月には
全スタッフを対処に接遇研修を実施し、スキルアップに努めた。

施設の利
用調整

希望日程が重複した場合には、大会規模等を考慮しながら、競技が偏りすぎぬよう配慮し、他の日程の提案を含
め、各団体に了承を得られるよう調整を行った。そのほか、予約決定後の日程変更に伴い、メインピッチとサブ
ピッチの利用団体の交換の相談・対応も行っている。利用団体からの様々な要求にもできうる限り対応できるよう
調整し、利用者満足度の向上、利用率向上に努めた。

大型大
会・イベ
ントの誘
致

ホッケー日本リーグ、全日本学生ホッケー、全日本選手権大会、などホッケーの主だった大会の申し込みを頂いて
いるほか、ラクロス日本代表チャレンジマッチや全日本クラブラクロス選手権大会などラクロスの大会も多く申し
込みいただいた。タッチラグビーのリーグ戦やフラッグフットボール大会、区主催のランニングイベントの受付も
あり、４５を超える大会、様々なスポーツの誘致ができた。

法令
等の
遵守
／適
切な
財務
運営

省エネル
ギー・環
境配慮へ
の取組／
収支改善
の取組

節電対策計画書に基づいて、トイレや更衣室などの照明はセンサーによる自動点灯設定にしており、人の不在時に
は消灯となるようにしたり、プレイ中に人が通らない廊下照明は、半分の点灯としたりしている。その他、2月よ
り電力を100%再生エネルギーに切り替えた。植栽管理では使用する機械類（チェーンソー、ブロアー、刈払機な
ど）の電動化を公園全体で進めている。
電気の最大使用容量を検証し、電気の基本料金の見直しを図ったことで光熱水費を削減することができた。また消
耗品は、在庫を多く持たず、必要な分だけ追加発注を行うようにしている。協定額は、選定時の提案額から約600
万ほど下がっているが、人工芝の日常管理、植栽管理、多目的コートの散水作業等、委託以外に直営作業で対応す
ることでコスト削減に努めた。
各施設の利用率向上に努めた。昨年度に比べ多目的コートの利用が4割ほど伸びており今後も利用率の向上を目指
す。

緊急
時の
対応

防災訓練
の実施、
消防設備
点検

管理運営基準及び消防法に基づき年2回（9月と1月）実施している。９月はオンラインによる訓練方法も活用しな
がら、警報装置の操作等を含めた実地訓練を実施。今年度は3月に火災を想定した防災訓練(3回目）を実施した。
また、1月には地震後の津波を想定し、園内放送での避難指示や拡声器での避難誘導を行う訓練を実施した。

団体利用
状況

利用コマ数は、各施設とも前年を上回り全体で115％の伸びとなった。特に多目的コートは前年比128％の伸び
があった。
利用率においても、各施設とも前年を上回り全体で１20％の伸びとなった。特に多目的コートは日単位でみると
前年62.2%→92.0%と30％利用率が改善された。また利用人数においても、1.34倍となった。

目標大会
数の達成
状況

ホッケー大会　23大会の目標に対し、27大会開催できた。その他、ラクロス、タッチラグビー、フラッグポール
の大会を20大会開催できており、計4７大会開催した。

事業計画
に沿った
事業の実
施

体幹トレーニング（四半期毎）、小・中学生向けホッケースクール（毎週木）、大人向けエンジョイホッケー、ラ
クロススクール（月1回、小学生・中学生以上）を計画どおり開催。また、計画時にはなかったが、今年度から、
ホッケーのアカデミークラス（毎週水）を開始した。また、フットサル大会、ソサイチ大会も開催した。

積極的な
利用者
サービス
の向上

落ち葉対策として、毎年、公園側と協議し、周辺の樹木の強剪定を実施している。強剪定の対象が徐々に広がった
ことで、今年度はフィールド内の落ち葉の量が過去数年に比べて格段に少なくなった。その他、多目的コートの出
入口扉がゴール裏にあるため、シュートがフェンスに当たりゆがむため開閉しづらい状況となった。補修してもす
ぐゆがんでしまうため、ボールが当たる下部分を補強し、フェンスへの影響を緩和させた。
ラクロス東日本クラブ選手権大会決勝戦に合わせて、ラクロスゴールネットを更新。
ホッケーゴールのネットも2月に補修を実施した。また、けが人搬送用に各ピッチに車椅子を配備した。

公園等周
辺施設と
の連携協
力

公園スタッフと連携し、ホッケー場担当者不在の際も施設利用に支障のないような体制を整え運営した。緊急時に
関しても全スタッフで連携し対応できるよう消防訓練等を実施し安心安全の確保に努めた。
R5年度に開催した消防署と連携した防災イベントは今年度は防災防犯イベントととし、消防署に加え、警察署と
も連携し防犯意識の啓発も含めたイベントとして開催し好評を得た。またホッケー場単独での開催から公園も含め
た大井ふ頭中央海浜公園全体での開催とし近隣の八潮団地からも多数の参加があり賑わいを見せた。

〔作成上の注意事項〕
　・挙げていただく項目数に制限はありませんが、A４で１枚に収まるようご作成ください。
　・ご提出いただいたプレゼンテーション資料は、評価委員会の会議資料として、後日、スポーツ推進本部のHPに掲載します。

令和６年度の管理運営状況　（　大井ホッケー競技場　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定管理者：アメニス海上南部地区グループ
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大項目 中項目 確認項目 特にアピールしたい点（具体的に）、改善点等

施設・設備
の保守点
検

〔 日常管理・ 定期点検の徹底及び見える 化の推進〕 引き 続き 、 検針値をただP C入力し て終了ではなく 、 蓄積し た過去のデータ と 比較する 事での問題点の早期
発見、 ま た変化の視覚化に役立てた。 何か気になる 点はコ メ ント と し て残し 、 各員が情報共有でき る よ う にし た。 と く に、 薬剤（ 次亜塩素酸ナト リ ウ ム、
PAC） の自動投入においては、 水質計の汚れになど よ り 薬剤の誤投入が考えら れる ため、 計測値の変化をグラ フ よ り 読み取り 、 事前に洗浄、 校正する こ と で
予防保全につなげた。
〔 設備職員によ る 保守作業の推進〕 可能な限り 常駐ス タ ッ フ での保守、 修繕を行ったこ と でコ ス ト 削減に務めた。 こ れによ り 各設備や工具の使い方、 構造の
理解等、 ス キルアッ プに繫げた。
・ 気流ポンプ圧力計交換（ 自社で実施の週次点検で発見、 自社で交換対応）
・ ボート コ ンベア制御盤冷却フ ァ ン交換（ 業者の年次点検で指摘さ れ、 自社で交換対応： コ ンベアの部品は海外製が多く 、 工具も 特殊で貴重な経験と なる ）
・ 次亜塩素酸ナト リ ウ ム供給ポンプの詰ま り のための分解洗浄（ 樹脂部など の取り 扱い等、 細かなス キルも 習得）
〔 換水期の整備作業と 点検作業の計画〕 換水期に複数の大規模整備実施（ 起流ポンプの引き 上げ～工場整備～据付、 アス フ ァ ルト 舗装工事他土木工事、 EV 充
電設備設置） に際し 、 関係各所と 綿密に打合せ、 他換水時メ ンテナンス 作業を含む全体統一工程表を作成し た。 全体マネジメ ント する こ と で、 いずれも 工期内
に問題なく 終了し た。
〔 施設ス タ ッ フ 全体での点検意識向上〕 全ス タ ッ フの設備への理解と 対応力、 点検意識の向上を図る ため、 以下の点検を設備ス タ ッ フ だけでなく 、 運営を担
当する ス タ ッ フ と 共に行った。
１ ． ト イ レ 呼び出し 機能の動作点検、 ２ ． 7 5 A散水栓動作点検
〔 資格取得によ る 知識と 技術の向上への取り 組み〕 令和6 年度から 、 リ ス ク アセス メ ント 対象物の取り 扱い事業場において、 管理者の選任と 取り 扱いに伴う
保護具着用管理責任者を定める こ と が義務化さ れたこ と を受け、 化学物質管理者講習及び保護具着用管理責任者教育を受講し 修了し た。 こ れによ り 施設で取り
扱う 次亜塩素酸ナト リ ウ ムについて理解を深め、 よ り 安全に作業を行う よ う になった。 ま た、 自家用電気工作物の一部工事ま で携われる 認定電気工事従事者資
格も 取得し 、 現地ス タ ッ フ での作業対応範囲を広げる こ と ができ た。

水上競技
施設の維
持管理

〔 よ り 衛生的な水質環境の提供〕 凝集剤について、 管理実績で得た必要量を自動ではなく 、 計画的に投入する こ と で、 水質向上に繋げている 。 反面、 汚れの
捕捉能力は上がり 、 ろ過機の逆洗回数が増える こ と から 効率運転も 考慮し 、 そのト レ ード オフ を検討中である 。 ま た次亜塩素酸ナト リ ウ ムについても 季節に応
じ て計画的に投入する こ と で、 薬液使用量の削減と 適正な水質管理に繋げている 。
〔 場内監視に関係し た機器の各種対応〕 各設備設置業者と 日常から のコ ミ ュ ニケーショ ンを心がけ、 協力体制の構築をし ている 。 それによ り 、 監視カメ ラ の
不具合が発生し たが、 速やかな対応で、 運営に支障をき たすこ と なく 復旧に繋げた。 弱電系のト ラ ブルであっても 、 速やかに対応依頼を出すこ と ができ てい
る 。
〔 プール内清掃作業の内製化〕 換水期のプール内清掃を自社で実施し た。 通常期はレ ス キュ アーと し て勤務する ス タ ッ フ が作業を行う こ と で換水期の雇用継
続と 作業を通し て施設に対する 理解を深めた。
〔 省エネの取り 組み〕 受付、 レ ス キュ アー、 設備ス タ ッ フ がト ラ ンシーバーで連絡を密にし 、 利用状況に応じ た最小限のポンプ稼働を行い、 電気使用量の縮減
に取り 組んだ。 ま た数日先の天候を確認し 、 雨水を利用する 事で給水量の可能な限り の抑制に努めた。

施設の提
供

［ 利用者ニーズと 柔軟な対応］
・ ロ ケ撮影利用や陸域でのイ ベント 利用が増えており 、 多様な利用ニーズに対応する ために団体利用者と の事前ロ ケハンや打合せを行い、 安全面に配慮し た撮
影方法の提案やレ ス キュ アス タ ッ フ の手配、 施設利用についての提案を行い調整の付く も のに関し ては当日ま で調整・ 受入れの対応を行った。
その為、 複数回リ ピ ート 利用し てく れる 団体が増えた。 （ ロ ケ撮影R6 年： 3 2 件）  ※R6 年度は1 月～3 月に舗装工事があった為、 利用をお断り する ケース も
あった
・ 前年ま での利用状況やアンケート ・ 大会ス ケジュ ールを基に競技コ ース の「 個人使用時間割」 を作成し 、 毎日5 日前に公表をする こ と によ り 利用を集約する
運用を行った。 こ の事によ り 、 利用ニーズに応えながら も コ ース 稼働に必要なポンプの効率運転に努めた。
・ 個人使用 競技コ ース ［ 種目共用］ の利用者から 、 「 ゲート の位置を自由に動かし たい」 「 いろいろなバリ エーショ ンで練習をし たい」 と 意見や要望が多く
上がって来た為、 こ れま で安全管理上許可をし ていなかった、 ゲート 操作や移動時のルールを設け、 開始時間前に利用者が自由にゲート を移動でき る よ う に
ゲート セッ ト ルールの整理を行った。 移動箇所については利用状況に併せてス タ ッ フ が調整する など し 安全管理を行っている 。
［ 猛暑への対応］ 暑さ 対策と し て行っている コ ース 周辺の散水箇所を増設し 水浴び場所を増やし た。 設置の際には、 散水し ている 水はコ ース に戻る よ う にし 、
無駄の無いよ う に節水にも 務めた。 ま た、 コ ース 利用後に屋外でシャ ワ ーやミ ス ト を浴びら れる 場所を提供し 、 都から 支給のク ールバス など を活用し 全身をア
イ シング出来る よ う に複数設置し た。
〔 新紙幣発行に伴う 対応〕 自動料金ゲート 、 券売機での新紙幣利用に支障がないよ う 、 新紙幣発行の前にユニッ ト 交換を実施し た。 交換後に関連のト ラ ブル
は発生し ていない。

施設・設備
の保守点
検

〔 危険個所に対する 安全対策〕
・ 揚水ポンプ故障時のバッ ク アッ プ機への切替テス ト を自主的に行い、 大会時等の不測の事態に備えた。
・ R4 年に漏水があった、 競技コ ース ス タ ート ラ イ ン下部7 カ所の躯体計測を月二回行う と と も に、 本年度も コ ース 全体のク ラ ッ ク 調査を自社で行い、 前年度
から の進行具合を調査し 、 問題ないこ と を確認し た。
・ 競技用照明上部にカラ ス が巣を作り 、 利用者に危険を及ぼす恐れがあったこ と から 巣の撤去をし た。 加えて事後対応と し てカラ ス 除けを設置し 、 有効性が継
続する よ う に対策し た（ 以降、 巣が作ら れる こ と はなかった） 。
・ オブス タ ク ルが破損し た時があったが、 経験をも と に設備職員で交換を実施し た。 天板を固定する 既設部品の「 リ ベッ ト 」 では弱いため、 「 ネジ式アン
カー」 に交換する こ と で強度を確保し 、 予防保全につなげた。

防災への
配慮・緊急
時対策

〔 防災・ 防犯への積極的な備え〕
・ 気象ウ ェ ブサービ ス 「 MICA TA」 と 契約し 、 急な雷や豪雨など の天候状況を事前に察知し 、 利用一時中断など 早期に利用者に案内する こ と ができ た。
・ アク セス 道路のフ ェ ンス が夜間に毀損さ れたこ と があったが、 監視カメ ラ の映像をも と に、 事故の状況把握と 責任の所在を明ら かにする こ と ができ 瑕疵対応
に繋がった。
・ ス ポーツ 施設協会のス ポーツ 救急員公認イ ンス ト ラ ク タ ー資格を取得、 公的な救急に関する 資格の発行を自社で行った。 （ R６ ： 救命資格6 名発行）
・ 年2 回の自衛消防訓練に加え、 一時滞在施設の開設訓練を実施し 、 東京都帰宅困難者対策オペレ ーショ ンシス テム、 非常公衆電話の利用方法を社員全員で共
有し た。

自主事業・
スポーツ
振興事業
の実施状
況

おおむね事業計画通り に実行し 、 団体ラ フ ティ ングツ アーは計画2 回に対し 、 1 9 回実施し 、 1 7 回の計画比増と なった。 ま た、 ラ フ ティ ングツアーは日本カ
ヌ ー連盟へ加盟し ている J RCA（ 日本ナショ ナルカヌ ー協会） の公認事業と し て認めら れている 。
〔 新規事業： カヌ ス ラ パーク 〕 4 /2 9 よ り 葛西臨海公園の来園者の引き 込みや施設への賑わいの創出を目的と し 、 低価格で気軽に出来る 遊び場の提供を陸域エ
リ アにて開催。 土・ 日・ 祝限定で、 3 歳から 遊べる アイ テムを2 0 分遊ぶ事ができ 、 カヌ ー以外でも 楽し むこ と が出来る コ ンテンツ と なっている 。 R6 年3 月～
1 2 月の間で約1 ,0 0 0 名にご参加頂いた。 今後は新し い遊具の取り 入れを行い、 リ ピ ータ ーに参加し て頂ける 展開を目指す。
〔 新規事業： En jo yWa te rDa y!!～世界溺水防止デーイ ベント ～〕 7 月に水難事故防止イ ベント 「 En jo yWa terDa y!!～世界溺水防止デーイ ベント ～」 を開催し
た。 ラ イ フ セービ ング協会や川に学ぶ体験活動協議会（ RAC） と 連携し 、 「 海の安全」 「 川の安全」 「 カヌ ー体験」 3 つのコ ンテンツ を体験し 、 「 安全」 と
「 遊び」 を同時に体験でき る イ ベント を開催し た。 主に小学生～中学生の親子にご参加いただき 、 定員1 8 0 名に対し て予約1 8 0 名満員と なり 、 当日1 7 8 名に
ご参加頂いた。 予約はすぐ に埋ま り 、 キャ ンセル待ちも 5 0 件ほど あった。
〔 新規事業： サンセッ ト ラ フ ティ ングツ ア ー〕 夜間照明を活用し た日没～夜にかけて行う ラ フ ティ ングツ アー。 営業時間終了後の特別な時間帯・ 空間でのラ
フ ティ ングツ アーで、 ツ アーの最後にはボート の上で乾杯をする など日中のラ フ ティ ングツ アーと は異なった形式で行っている 。 実施7 回、 参加7 5 名で、 参
加者アンケート も 非常に高い評価を得ていた。
〔 改善： 東京パド リ ングゲームス （ 新し いコ ンテンツ 確立・ 参加ルールの変更） 〕
ス ラ ロ ーム競技では、 安全性の確保やルールの整備を行い、 参加でき る ボート の種類を増やし た。 （ S UPと リ バーボード 部門を増設）
フ リ ース タ イ ルでは、 「 フ ィ ニッ シュ ウ ェ ーブコ ンテス ト 」 を開催。 技術やボート の制限がなく 、 幅広い技術レベル（ 初心者～上級者ま で） 、 多様なカテゴ
リ ーの選手が参加し た。 参加でき る 部門の増設や新し いコ ンテンツ の確立で参加者対象者の拡大に成功し た。

周辺連携

〔 葛西臨海公園内と の連携〕
・ 葛西臨海公園及び葛西海浜公園と 連携し 、 各BBQ場と の「 ラ フ ティ ングツ アー×手ぶら BBQセッ ト プラ ン」 を販売を継続。 BBQセッ ト プラ ンは好評の為、
R6 ;実績数7 1 7 名（ 前年よ り 2 6 8 増） と 申し 込みが増えている 。
・ 葛西臨海公園にて開催さ れた「 水仙ま つり 」 に出店。 施設PR（ PV の放映、 チラ シ配布） や陸で出来る カヌ ー乗艇体験を行い、 フ ォ ト ス ポッ ト と し て楽し ん
でいただき 、 二日間で約4 5 0 名の参加と なった。
・ 弊施設で実施のレ ス キュ ア訓練（ CP R・ A ED取り 扱いなど ） や夏に開催し たイ ベント 「 En jo y Wa ter Da y!!」 に葛西海浜公園の職員の方たちに参加・ 体験
いただき 、 お互いの情報交換を行った。
〔 地元区と の連携〕
・ 江戸川区事業「 羽根田卓也杯」 へのサイ ド イ ベント の協力（ 遊覧ラ フ ティ ング、 カヌ ス ラ パーク の実施） や区内小学校への自主事業のチラ シ配布等江戸川区
と 連携し た。
・ 葛西臨海公園の観覧車や葛西臨海水族園と の連携と し て、 チラ シの配架や半券持参での割引サービ ス など を行っている 。

利用促進
への取り
組み

〔 S NS の積極的な活用〕
・ 定期的なS NS 投稿をし たほかラ フ ティ ングツ アーの動画を投稿し 、 有料広告をつけ認知度拡大を図った。 投稿数1 1 4 件、 フ ォ ロ ワ ー2 ,1 0 0 名（ 6 0 0 名増）
・ 地元情報Web サイ ト 「 ま いぷれ江戸川区」 やGo o g leマイ ビジネス へのアク ティ ビ ティ や施設情報に関する 投稿を継続。 年間でま いぷれは2 1 件、 Go o g leマ
イ ビ ジネス は2 0 件投稿し 、 施設の情報発信を行った。
〔 自治体広報の活用〕 広報東京都、 広報えど がわへの掲載、 東京都公式S N S への投稿のほか、 江戸川区へ依頼し 、 近隣小学校児童へイ ベント チラ シを配布し
た。
〔 PR  TIMES の活用〕 7 月に実施し た水難事故防止イ ベント 「 En jo y Wa ter Da y!!～世界溺水防止イ ベント ～」 をP R  TIMES へ掲載、 各メ ディ アへの宣伝を
行った。 テレ ビ 取材にも 1 件繋がった。
〔 ゴールデンウ ィ ーク イ ベント の開催〕 GW期間を「 カヌ ス ラ ！春のわく わく ウ ィ ーク ！！」 と 題し 、 4 /2 6 ～2 7 「 日本代表選考会」 、 4 /2 9 「 カヌ ス ラ パー
ク En jo yデイ ！！」 、 5 /5 「 J CFパド ルチャ レ ンジ」 を日本カヌ ー連盟と 一体と なって広報を行い、 期間中の来場者は約9 ,0 0 0 名に上った。

その他

［ 競技団体と の連携］ 選手強化及び一般利用者の「 利便性向上」 「 競技力向上」 「 安全性向上」 を目的に、 オブス タ ク ルの配置変更によ る コ ース レ イ アウ ト の
改修を、 日本カヌ ー連盟と ナショ ナルト レ ーニングセンタ ー、 指定管理者の三者で検証作業及び協議を重ね、 競技コ ース のレ イ アウ ト 変更を行った。 こ の作業
によ って検証データ の蓄積が出来た。
〔 熱中症対策〕 夏場の猛暑対策は利用者だけでなく 、 屋外ス タ ッ フ の環境を整える ため、 配置ポイ ント に日除けを作製、 設置をし た。
〔 多様な利用者への取り 組み〕 ラ フティ ングツ アーと カヌ ー体験へダウ ン症の方が参加を希望さ れた際に①参加者へのヒ アリ ング②体験に関する 十分な説明
③日本パラ カヌ ー協会への相談を行い、 十分に準備を行った上でご参加いただいた。 障害のある 方や体に不安のある 方に向けて、 HPやアク ティ ビ ティ 予約サ
イ ト には事前問い合わせを促す様に記載し ており 、 ヒ アリ ングを行いなる べく 参加いただける よ う に努めている 。

令和6年度の管理運営状況　（カヌー・スラロームセンター）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定管理者 ： 株式会社 協栄
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（別　紙２）

大項
目

中項
目

確認項目 特にアピールしたい点（具体的に）、改善点等

有資格者の
配置

東京都や公益財団法人日本パラ ス ポーツ協会等が主催する パラ ス ポーツ 指導員養成講習会を受
講し ている 者を、 業務従事者と し て常時 １ 名以上配置し ている 。 なお、 事業係・ 管理係の全て
の職員が初級パラ ス ポーツ 指導員以上の資格を有し ている 。

名札等の作
成／苦情対
応について

当施設の職員である こ と が分かる よ う 勤務中は名札を着用し 、 利用者が読みやすく なる よ う 平
仮名で苗字のみの記載に変更し ている 。 なお、 カス タ マーハラ ス メ ント の対策と し ても 平仮名
表記は有効である ため、 両側面の観点から 変更を実施し 、 カス タ マーハラ ス メ ント に対する マ
ニュ アルも 作成し ている 。

施設の利用
調整

R6 年度は6 月1 日よ り 東京都ス ポーツ施設予約シス テムが導入さ れたため、 東京都ス ポーツ 施
設予約シス テムよ り 事前申込、 先着申込での施設予約の調整を実施し ている 。
なお、 東京都ス ポーツ 施設予約シス テムの導入に伴い、 利用団体がス ムーズに東京都ス ポーツ
施設予約シス テムの活用ができ る よ う 、 障害特性に配慮し 複数回の説明会を来館型と オンラ イ
ンの両方で実施し ただけでなく 、 独自の操作マニュ アルの作成・ 配布を行い、 シス テム活用か
ら 継続的な施設利用に繋がる よ う 丁寧に対応し た。

利用
状況

個人利用状
況／団体利
用状況

R5 年度の個人利用者は延べ1 ,8 0 1 人であったが、 R6 年度は延べ2 ,1 9 4 人と 約2 割の増加と
なっている 。 ま た、 団体利用者については、 R5 年度は延べ4 9 7 団体、 1 2 ,4 9 2 人であったが、
R6 年度は延べ8 1 8 団体、 2 1 ,1 4 4 人と 6 割の増加と なっている 。 特に体育室の稼働率をみる
と 、 R6 年度4 月の段階では5 6 ％であったが、 3 月には8 9 .7 ％ま で増加し ており 、 年間でも
6 7 .6 ％と 競技団体及び利用団体の活動の拠点と し て、 継続的な活動の促進を図る こ と が出来
た。 R7 年度は引き 続き 、 競技団体をはじ め、 障害当事者のク ラ ブ等だけでなく 、 広く 健常者へ
の周知を拡大し 、 体育室以外の施設の稼働率も 高めていき 、 よ り 活動の場所と し ての定着を
図っていく 。

ス ポーツ振興事業
競技力向上事業を実施し 、 パラ アス リ ート を対象に栄養に関する 座学と ト レ ーニング室や多目
的室を用いた実技研修を実施し た。 継続的なト レ ーニングへと 繋がる き っかけにも なり 、 事業
実施によ る 効果が伺えた。 ま た、 多く の方にス ポーツと 出会える 機会を創出する ため、 こ れか
ら 競技を始める 方でも 参加でき る ス ポーツ 教室を近隣市の競技団体等と 4 事業・ 計1 2 回、 障害
のある なし にかかわら ず体験でき る パラ ス ポーツの体験会を中央競技団体等と 4 事業（ 車いす
バス ケッ ト ボール・ シッ ティ ングバレ ーボール・ ブラ イ ンド フ ッ ト ボール・ ゴールボール） ・
計9 回実施し 、 都民を中心に未就学児から 9 0 代ま で幅広く 参加し ていただいている 。 なお、 各
事業単位で同一のアンケート を実施し 、 ど の事業も 参加者の9 5 % 以上が高い満足度を感じ てい
る こ と から 、 引き 続き 、 ス ポーツを通し た交流から 共生社会の実現に努めていく 。

自主事業
競技団体等を対象に新たに合宿・ 大会等プラ ンを開始し 団体の競技力向上に貢献し た。
個人利用においては競技力向上や継続的なト レ ーニング実施のためのパーソ ナルト レ ーニング
を開始し 、 利用人数の増加及び新規獲得に努めた。
ま た、 希望者のニーズに沿ったパラ ス ポーツ体験や見学等を通じ て、 パラ ス ポーツ 等への理解
啓発を目的と し たパッ ケージプラ ンを実施し た他、 継続的な団体利用のき っかけと し て、 新規
利用団体の獲得を目指し た団体利用促進事業を実施し 、 団体利用数及び利用人数、 体育室等の
稼働率の増加に結びつける こ と が出来た。

ス ポーツの日記念事業
周辺施設や調布市と の連携から 幅広く パラ ス ポーツ を体験でき る よ う 内容を事前調整し 一体的
に開催し た。 ま た、 パリ パラ リ ンピッ ク 開催直後でも あったこ と から 、 パラ リ ンピ ッ ク 競技に
特化し た内容を各団体の協力を得て実施し た。 併せて、 ト レ ーニング室の無料開放を通じ て個
人利用を増やす取り 組みを積極的におこ なった。

周辺連携事業
第1 6 回味の素ス タ ジアム感謝デーでは施設の特性を活かし パラ ス ポーツ を中心と し た体験ブー
ス を施設全体でおこ なった。 ま た、 味の素株式会社の協力を得て、 小学生と その保護者がス
ポーツ と 食事・ 栄養について学ぶ「 勝ち飯教室」 （ 座学） を初めて開催し た。 その他、 公益財
団法人東京都公園協会主催の武蔵野の森健康レ ガシーウ ォ ーキング、 調布市運動習慣定着事業
など、 多く の関係団体と 連携・ 協力し て事業をおこ なった。

多様な利用
者配慮し た
案内・ 環境
整備

R6 年度8 月よ り 送迎バス の運行を開始し 、 よ り 多く の方が利用でき る よ う 環境の整備を図って
いる 。 その他の環境整備と し ては、 車いす利用者の方に対し て見やすい高さ での掲示物の掲示
や、 受付机の設置、 各階にオス ト メ イ ト 対応の車いす使用者対応ト イ レ の設置、 更衣室に座面
の高い、 広いス ペース を用意する など 、 車いす利用者が利用し やすい環境を整えている 。 更衣
室の洗面台は片麻痺など片手での備品使用が難し い方向けにド ラ イ ヤース タ ンド を設置し 、 片
手でも 使用でき る よ う にし ている 。 ト レ ーニング室のマシンについては視覚障害者が使いやす
いよ う にテープを貼る 等の工夫をし ている 。
ま た、 聴覚障害の方へ向け、 遠隔手話通訳同時サービス のお知ら せの掲示や、 筆談対応ボード
の導入、 外国人利用者の方や聴覚障害の方へ向けユニバーサルコ ミ ュ ニケーショ ン機器を設置
する こ と によ り 、 多様な利用者に向けた受付対応等ができ る よ う にし ている 。 なお、 ユニバー
サルコ ミ ュ ニケーショ ン機器を用いて休館日や事業案内を掲示し ている 。
その他、 新たに製氷機を設置し 、 アイ シングだけでなく 熱中症対策と し ても 活用し ている 。 環
境整備と し て、 今後、 競技用車いすやケアベッ ド の購入に向け、 R6 年度は運用案の検討を実施
し ており 、 R7 年度に対応し ていく 予定と し ている 。

都の施策へ
の協力等

1 8 施設のネッ ト ワ ーク に関連し て「 ス ポーツ用具施設間貸出」 事業、 ま た広告動画の作成及び
PRキャ ンペーン、 施設写真素材の充実化、 ノ ベルティ グッ ズの配布への協力を行った。 ま た、
開所当初から 女性のス ポーツ実施を促す取組と し て、 授乳室などの希望があった場合には柔軟
に対応し ている 。

〔作成上の注意事項〕
　・挙げていただく項目数に制限はありませんが、A４で１枚に収まるようご作成ください。
　・ご提出いただいたプレゼンテーション資料は、評価委員会の会議資料として、後日、スポーツ推進本部のHPに掲載します。

令和６年度の管理運営状況　（　東京都パラスポーツトレーニングセンター　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定管理者：　公益社団法人東京都障害者スポーツ協会グループ
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（別紙１）

大項目 中項目 確認項目 特にアピールしたい点（具体的に）、改善点等

適切な
管理の
履行

人員配置お
よ び人材育
成の取組

●質の高い利用者サービ ス を 提供でき る よ う 、 「 職員研修実施要綱」 に基づき 、 OJ T、 OFF-J Tを 実施する と と も に、 職
員の資格取得を 計画的に進めた。 【 保有状況】 健康運動指導士（ 7 名） 、 上級パラ ス ポーツ 指導員（ 4 名） 、 中級パラ ス
ポーツ 指導員（ ９ 名） 、 初級パラ ス ポーツ 指導員（ 1 6 名）
●水難訓練、 救命訓練、 各競技・ 種目の実技、 障害の種類や程度に応じ た指導法など の研修を 、 アルバイ ト 職員を 含めて日
常的に実施し ている 。

個人情報保護
の取組

●外部へのメ ールについて、 自動的にbccで送信さ れる シス テム の導入やダブルチェ ッ ク （ 上長承認） の徹底によ って、 個

人情報の漏えいや個人データ の紛失事故等の発生はない。 パソ コ ンはロ グイ ン 機能の２ 段階認証の設定を 行い、 パス ワ ード
の変更を 半年ご と に行う よ う 徹底し ている 。
上長が全体ミ ーティ ングで、 メ ール送信時の注意点について定期的に呼びかけを 行っ ている 。

環境配慮への
取組

●東京都「 グリ ーン 電気」 入札等参加条件取扱要領・ 水準２ （ 1 0 0 ％再生可能エネルギー） の電気事業者に委託し た。

緊急時
の対応

防災への
配慮・

緊急時対策

●東京都立北療育医療セン タ ー及び東京都立北特別支援学校と 災害活動相互応援協定を 結び有事の際の応援体制を 構築し て
いる 。 令和6 年度は合同で大地震を 想定し た総合防災訓練を 実施し た。 帰宅困難者の一時滞在施設である こ と から 、 近隣都
立施設から 重度障害者用の非常食の供給を 受けら れる よ う にし ている 。
●普通救命講習会を 開催し た（ ２ ４ 名参加） 。 救命講習受講優良認定（ 応急手当普及員等の配置） を 受けている 。

利用
状況

利用状況
●令和６ 年度の利用者総数は、 延べで1 0 0 ,8 0 6 人。 プール・ 洋弓場等が工事で１ ケ月以上利用中止であったにも 関わら
ず、 令和5 年度の延べ8 1 ,3 4 6 人の約1 .２ ４ 倍に増加し た。

1 　 障害者専用ス ポーツ 施設と し ての機能向上
（ 1 ） 日常支援の充実
●全時間帯、 全施設にス ポーツ ス タ ッ フ を 配置し 、 利用者の障害特性やニーズ等に応じ た各種ス ポーツ 支援及びス ポーツ 施
設の安全管理を 実施。

（ 2 ） 多様な事業展開
●初心者・ 初級者の利用が定着・ 継続し ていく ため、 ま た、 運動が習慣化し ている 人にはさ ら に活動の幅を 広げても ら う た
め、 利用者一人ひと り の障害の種類・ 程度・ 目的等に応じ た相談事業に力を 入れた。 ま た、 集団で活動する 団体も 対象と し
て活動の拡充を 図っ た。 ス ポーツ 医事相談は6 9 件、 ス タ ッ フ によ る 運動相談は６ 6 件（ う ち団体３ 件） 、 新規事業のパラ
ス ポーツ ト レ ーナーによ る 運動相談は東京都パラ ス ポーツ 指導者協議会パラ ス ポーツ ト レ ーナー部会に依頼し パラ ス ポーツ
ト レ ーナーと し ての専門的な知見・ 指導ス キルを 活かし た運動相談を 1 2 件、 アシス ト サービ ス は1 6 件（ う ち団体1 件） 、
新規登録サービ ス は5 9 8 件。
●ス ポーツ 教室は種目やレ ベル、 目的別に5 1 教室延べ1 ,1 9 6 回実施
・ 来館型に加えて遠方地域の施設や自宅から オン ラ イ ン でも 参加する こ と ができ る ハイ ブリ ッ ト 型のス ポーツ 教室を 3 6 回
実施し 、 5 3 8 人が参加。
・ ク ラ ブ活動支援事業は3 8 団体4 3 9 回7 ,5 4 6 人が参加し 、 競技団体なら びにサーク ル・ ク ラ ブの活動の活性化を目的に団
体利用を 促進。
・ 重度障害者対象の教室では2 教室1 2 回2 9 5 人が参加し た。 最重度の心身障害児のス ポーツ の導入の場を 提供。
参加し た親子同士の交流が教室終了後にも 続いている 。
●ス ポーツ 祭は、 東京2 0 2 0 パラ リ ン ピ ッ ク のレ ガシーと し てパラ ス ポーツ 体験を 充実さ せたイ ベン ト を 実施する と と も
に、 2 0 2 5 年東京開催を 控える デフ リ ン ピ ッ ク 、 パリ 2 0 2 4 パラ リ ン ピ ッ ク のアス リ ート にも 協力頂き 、 1 ,0 0 3 人が参加。

（ 3 ） 関係機関・ 団体と の連携
●上記の多様な事業展開の中で、 公益社団法人東京都理学療法士協会を はじ め、 一般社団法人東京都作業療法士会や東京保
健医療専門職大学、 帝京平成大学、 東京都立大学、 東京都パラ ス ポーツ 指導者協議会、 ス ポーツ 所管課、 福祉所管課、 東京
都肢体不自由特別支援学校体育連盟など 多く の関係機関団体と 連携し て、 事業等を実施。
・ 障害のある 人と ない人が一緒に参加でき る 地域交流教室を 江東区、 葛飾区、 墨田区で実施し 、 開催地域の行政と 共催し 、
当該地域の会場で、 地域の競技団体や地域ス ポーツ ク ラ ブや特別支援学校、 ス ポーツ 推進委員協議会等に協力頂き 、 セン
タ ーを利用する 愛好家だけでなく 当該地域の障害のある 人が多く 参加し た。 今後、 他地域への展開を 視野に地域振興事業へ
繋げていく 。
・ 「 東京2 3 ト コ ト コ 散策ツ アー」 は、 当該地域の行政やス ポーツ 推進委員、 社会福祉協議会など の方々に協力頂き 、 地域
の魅力発見につながった。
●笹川ス ポーツ 財団と の共同研究を 令和4 年度よ り 取組み、 令和6 年度においては、 「 地域の障害者ス ポーツ 振興における
施設ネッ ト ワ ーク 実践研究」 を 実施。

２ 「 さ さ える 」 人材の養成・ 育成
●TOK YO障ス ポ＆サポート （ S & S ） 障害者ス ポーツ ボラ ンティ ア情報のポータ ルサイ ト を 通し て、 パラ ス ポーツ 指導員
資格を所有し ている 人を 中心に参加が出来る 講習会を 企画し 、 こ れから のパラ ス ポーツ 支援活動に繋がる よ う に知識・ 技術
獲得と 実践を 交えたス ポーツ ボラ ン ティ ア講習会やフ ォ ーロ ーアッ プ講習会、 初級パラ ス ポーツ 指導員養成講習会を 実施。
その後、 セン タ ーの各種事業にボラ ンティ アやス ポーツ 指導員と し て関わり 、 経験値を 高める 機会を 提供。
●「 東京わく わく タ イ ム 」 にて、 職員のアド バイ ス の下、 大学のサーク ル所属の学生たちが企画し たプロ グラ ムを 利用者に
提供し た。 学生の段階で実践的に体験し ても ら い、 さ さ える 人材の育成を 図っ た。

３ 　 地域振興事業の推進
●センタ ー見学会は、 「 都道府県等によ る 障害者ス ポーツ セン タ ーの整備を 促す」 と いう 国の提言を 契機に、 山梨県など の
行政、 高校や大学など の学校機関や諸外国など 、 多方面から の施設見学に対応を し 、 パラ ス ポーツ 特有の用具等を 使用し た
実技体験も 含めて充実を 図っ た。 （ 3 8 件）
●パラ ス ポーツ を 通じ たコ ミ ュ ニティ ーづく り を 目指し て実施し たス ポーツ コ ミ ュ ニティ ー創生事業は、 障害のない人も 活
動を 支える だけでなく 、 障害のある 人と 共にプレ イ を する こ と など で、 パラ ス ポーツ 活動の推進に繋がっ た。 （ 1 4 件）
●障害者福祉セン タ ー等ス ポーツ 活動支援事業は、 障害者福祉センタ ーや大学病院、 肢体不自由児父母の会、 重度心身障害
者親の会など の団体等に対し て、 パラ ス ポーツ の機会の提供と ス ポーツ 活動の提案を し た。 （ 9 件）

利用者ニー
ズの把握

●１ 8 施設ネッ ト ワ ーク の取組で各施設で実施し ている 利用者アン ケート の共通化及びデジタ ル化によ り 利用者アンケート
を 実施し 、 有効回答数は３ ４ ８ 件であっ た。 総合評価で個人利用は7 1 .1 ％、 団体利用は7 6 .5 ％の方から 十分満足・ ま あ満
足と いう 回答を 得た。 （ 未回答2 3 .7 ％）
●館内に投書箱を 設置し 、 利用者から の要望・ 意見を 把握する と と も に館内掲示板にて回答し た。

サービ ス 向
上に向けた

取組

●館内の文化施設や共用ス ペース に公衆無線LA N （ Wi-Fi設備） サービ ス を 提供し た。
●宿泊費支払いについてキャ ッ シュ レ ス 決済（ ク レ ジッ ト カード ・ 電子マネー） 対応を し た。
●新規の利用者登録後、 日常的な利用の利便性の向上を 図る ために、 パラ ス ポーツ 指導員やセンタ ー利用者など と 協働し 、
障害の種類や程度に応じ 、 初めての施設利用を サポート する アシス ト サービ ス や運動相談など の個別支援の充実を 図り 、 利
用の定着化・ 継続化に向けて丁寧な対応を 行っ た。
●職員が定期的に巡回する など し て、 館内の清掃、 整頓、 美化を 図っ た。

苦情等への
対応

●利用者の声調整委員会(社会福祉士、 障害当事者、 弁護士の3 者で構成)を 設置し 、 四半期ご と に利用者から の苦情や要望
等への対応を 協議し 、 運営の改善に努めた。
●HP 上に問合せフ ォ ーム を 設置し 、 幅広い意見・ 要望に対し てメ ールでの回答を 行っ た。 受付窓口等においては日々、 寄
せら れる 意見・ 要望に丁寧に対応し ている 。
●情報共有が必要な案件については対応記録を 作成し 、 受付業務シス テム と 連動さ せる 仕組みづく り を 充実さ せた。 利用者
個々のデータ ベース から 直接、 対応記録にアク セス でき る こ と で、 迅速・ 的確な対応へと つながっ ている 。

利用促進へ
の取組

●北区を 中心に放課後等デイ サービ ス （ 2 3 施設） に訪問し 、 セン タ ー事業の紹介等を 行い、 団体利用や教室参加に繋げ
た。 大会や地域交流事業の周知開始に合わせて、 イ ラ ス ト 入り の親し みやすい事業案内の冊子を行政や社会福祉協議会など
都内4 3 2 か所の団体等に送付し た。
●地域振興事業やセンタ ー見学会を 通じ 、 新たな利用者層を 開拓し た。 特別支援学校の先生にセン タ ーを 知っ ても ら い、 生
徒たちの卒業後の余暇活動に利用する き っ かけづく り に協力し た。
●アウ ト リ ーチ事業では、 大学病院でのパラ ス ポーツ 体験会やリ ハビ リ テーショ ン病院の院内研修を 実施し 、 セン タ ーを 利
用する き っ かけを 提供し た。
●パラ ス ポーツ ト レ ーナーによ る 運動相談は、 こ れから 競技に取り 組みたい方から 競技大会に出場し ている 選手ま でを 対象
と し 、 競技志向の利用者が増加し た。
●入門教室卒業後に継続し てス ポーツ 活動ができ る よ う に、 セン タ ーを 拠点に活動し ている ク ラ ブ・ 競技団体へ、 1 日体験
の機会を 設け、 ス ポーツ 活動の継続につなげた。
●HP 更新を 適切に実施し 、 直近3 日間の施設利用状況を HP で確認ができ る よ う にし た。

都の施策へ
の協力等

●1 8 施設のネッ ト ワ ーク に係る 取組と し て、 ス ポーツ 祭で東京都ス ポーツ 文化事業団のアーバン ス ポーツ 体験プロ グラ ム
と 協同し ス ラ ッ ク ラ イ ン 体験会を 実施し たほか、 2 0 2 5 デフ リ ンピ ッ ク に向け、 選手発掘に向けた参加者の呼び込みや練習
場所など の協力を し た。 館内のデジタ ルサイ ネージにて自転車イ ベン ト の告知動画等の放映に協力し た。
●教室にて、 東京都パラ 課 部主催の「 パラ ス ポーツ リ モート 参加事業」 と タ イ アッ プを し て、 遠隔ロ ボッ ト を 通じ て福祉施
設にいる 方と 共に楽し む機会を 創出し た。 東京2 0 2 0 大会メ モリ アルデーなど の幅広い都民対象事業と 協働し た。
●東京都ス ポーツ 推進本部の事業「 ユニバーサルウ ォ ーキン グ」 のコ ース 設定についてセン タ ー利用者と 協力し た。
●東京都障害者ス ポーツ 大会の開催及び全国障害者ス ポーツ 大会東京都選手団派遣事業に協力し た。

令和６年度の管理運営状況　（東京都障害者総合スポーツセンター）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　指定管理者：公益社団法人東京都障害者スポーツ協会
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（別　紙２）

大項目 中項目 確認項目 特にアピールしたい点（具体的に）、改善点等

施設・ 設備の適切
な管理

【 故障・ 不具合発生時の迅速な対応】
●日常点検において、 故障・ 不具合を確認し た際は写真付き で報告を 受け迅速に対応をし ている 。

施設の清掃（ 清潔
さ ）

【 清掃状況の見える 化、 早期発見と 対応】
●各施設の出入口に清掃状況表を設置し 、 清掃状況を見える 化し た他、 職員によ る 巡回を 定期的に行い、 清掃必要箇所を
早期に発見し 速やかに対応し ている 。
●利用者アンケート では、 「 施設の設備の清掃状況について」 7 0 .７ ％満足の回答を 得た。 （ 未回答2 6 .3 ％）

施設の警備
【 施設警備における 防犯強化】
●外部から の侵入を 防ぐ 為、 東京都心身障害者福祉センタ ー多摩支所と 連携し 、 職員通用口を 限定し た他、
宿泊棟通用口にキーレ ッ ク ス を 設置し 、 施設の安全管理に努めた。

人員配置

【 有資格者の配置と 指導】
●ス ポーツ 支援職員全員がJ PS A 公認初級パラ ス ポーツ指導員以上の有資格者であり 、 常時、 ス ポーツ施設に配置し てい
る 。 【 保有状況】 健康運動指導士（ 2 名） 、 上級パラ ス ポーツ 指導員（ 3 名） 、 中級パラ ス ポーツ指導員（ 6 名） 、 初級パ
ラ ス ポーツ 指導員（ 1 2 名）

施設の提供につい
て

【 他団体への施設の提供及び運営協力】
●一般社団法人日本パラ 水泳連盟、 全日本ス ルーネッ ト ピンポン協会、 日本デフ バレ ーボール協会等と 連携し 、 大会や合
宿等のためにス ポーツ 施設、 宿泊施設を 提供し た。
●団体利用の受け入れの際は、 ス ポーツ 施設、 宿泊施設共に個人利用と 並行し て提供し た。

個人情報保護・ 情
報セキュ リ ティ

【 研修の実施及び再発防止の徹底】
●施設休館日を 活用し 、 常勤職員全員を 対象と し た外部講師によ る コ ンプラ イ アンス 研修を実施し た。
●東京都で発生し た個人情報事故事案を 速やかに全職員に共有し 、 適宜職員に注意喚起を 行っ た。 ま た、 「 メ ール送信前
のセルフチェ ッ ク リ ス ト 」 を作成し 活用する など メ ール誤送信事故等の再発防止に努めた。

環境配慮への取組 ●東京都「 グリ ーン電気」 入札等参加条件取扱要領・ 水準2 （ 1 0 0 ％再生可能エネルギー） の電気事業者に委託し た。

防災への配慮・ 緊
急時対策

【 防災訓練の実施、 マニュ アル整備及び防災研修の実施】
●消防署、 利用者の協力のも と 、 東京都心身障害者福祉センタ ー多摩支所と 連携し て総合防災訓練を実施し た。
●委託業者と 連携し 、 宿直時対応訓練を 実施し た他、 役割分担やマニュ アルの見直し を行った。
●委託業者を含め職員に対し て消火設備、 避難経路誘導、 昇降機、 ス ト レ ッ チャ ーの使用方法等の研修を 行っ た。

事故への対応

【 事故に備えた研修の実施】
●日本ラ イ フセービ ング協会と 連携し 、 プールにおける 救助訓練等を 実施し た。 ま た、 職員によ る 救助訓練を 毎月2 回実
施し た。
●東京消防庁救命講習会の普通、 上級、 応急手当普及員を受講し 、 2 1 名の職員が認定証を 所持し ている 。
●当センタ ーは、 東京消防庁救命講習受講優良証交付事業所に認定さ れている 。

利用状況 利用状況 ●令和6 年度の利用者総数は延べ9 2 ,2 9 8 人で、 令和5 年度の7 3 ,1 8 8 人よ り 、 1 9 ,1 1 0 人増加し た。

ス ポーツ 振興事業
又は障害者ス ポー
ツ振興事業等
利用者に対する
サービス 提供事業
の実施状況

【 新たな取組】
●新規利用登録時に、 始めての利用に向けて聞き 取り や助言を行う ほか、 相談事業や入門導入教室等への斡旋を個別に実
施する 等、 センタ ー利用へと 繋げた。
●日本パラ カヌ ー連盟と 連携し 、 外部施設の江戸川区のカヌ ー場において新たに教室を開催し た。
●神奈川リ ハビ リ テーショ ン病院やパラ 射撃連盟等と 連携し 、 eス ポーツ 教室等を実施し た。
●令和6 年度のイ ベント や教室の満足度については、 4 2 .5 .％と なっている 。 （ 未回答4 7 .9 ％）
●利用者の利用状況を 把握し 、 比較的利用の少ない時間帯（ 夜間帯） にも 教室を 計画し 実施し た他、 利用の少ない障害児
を 対象と し た教室の充実化を図る 等取り 組みを行っ た。
●近隣地域と 連携し 、 外部施設を活用し た教室を 実施し た他、 障害の有無に関係なく 参加が可能な教室を 2 0 教室計画し 実
施し た。 （ R5 年度地域交流教室： 1 8 教室）

【 積極的な利用者サービス の向上】
●下肢障害(車いす使用者)者のための上肢ト レ ーニングと なる 機器を設置し た。
●職員に対し て障害に対する 専門的な知見を 高める 研修を実施し た。
【 多様な利用者に配慮し た案内・ 環境整備】
●性自認等の様々な立場の利用者が利用し やすい環境整備と し て案内表示、 音声案内、 パンフ レ ッ ト ・ HPの修正を 行っ
た。
【 重度障害の方のニーズに合わせた環境整備】
●指導員室の一角を 吸引を 行う ス ペース と し た他、 プラ イ バシーの観点から ガラ ス フ ィ ルムを 貼り 付けし 、 環境整備を
図った。

【 掲示や案内表示の見直し によ る 利用者満足度の向上】
●利用者アンケート 「 掲示や案内表示の分かり やすさ 」 の項目で、 個人利用の満足度が低いこ と から 、 館内掲示について
は、 内容別に整理し て掲示のレ イ アウ ト を工夫する 等見直し を行った。
●運営懇談会や利用者アンケート 、 お客様の声等によ り 、 利用者の意見を 取り 入れ改善に努めた。
●令和6 年度の利用者アンケート の「 掲示や案内表示の分かり やすさ 」 の項目で、 個人利用の6 5 .8 % の満足を 頂いた他、
不満の回答については、 令和6 年度では7 .8 ％と 前年度に比べて5 .4 ％減少し た。

苦情等への対応
●利用者の声調整委員会を 設置し 、 四半期ごと に利用者から の苦情等への対応を 協議し て運営の改善に努めた。
●利用者対応、 カス タ マーハラ ス メ ント 対策、 セク シャ ルハラ ス メ ント 対策のフ ロ ー、 マニュ アルを作成し 、 対応し た。

利用促進への取組

【 S N S 等を活用し た積極的な広報】
●視覚障害の方にも 情報を 提供でき る よ う テキス ト 版での周知を 行っ た他、 HP やX等デジタ ルを 用いた周知、 紙面でのア
ナロ グ的周知を 迅速に行っ た。
●施設の利用状況や教室、 大会、 講習会等の事業情報等に関する 周知については、 タ イ ムリ ーに発信する ためにXを 活用
し て実施し た。
【 国立市広報を 活用し た施設のPR活動】
●国立市の掲示板を 活用し 、 地域住民に対し て、 大会やイ ベント の開催案内を掲示する 等地域住民に対し てセンタ ーの取
組み等を積極的に周知し た。
●国立市と 連携し 、 子ども 食堂や民生委員、 児童委員の会合において、 地域交流行事等の取組、 PRを行った。
【 教室・ 行事の開催】
●各種のス ポーツ教室（ レ ベル別、 目的別に4 9 教室） を計画し 実施し た。 （ R5 年度： 4 3 教室）
●行事「 TA MA ス ポーツ祭」 において、 ス ポーツ体験の充実化を 図る と と も に、 「 世界陸上・ デフリ ンピ ッ ク 」 開催気運
を 高める 内容も 取り 入れて実施し た。 ま た、 電車内の中吊り や駅貼り 掲示、 送迎バス のラ ッ ピ ング等によ り 周知宣伝を
行った。 （ 参加者： 1 ,0 6 1 人）
【 人気教室の継続実施】
●人気のある ダンス 教室については、 参集型と オンラ イ ンによ る 教室を展開し 、 参集型のHIPHOP 教室では、 全8 回実施
し 、 参加者3 1 8 名、 オンラ イ ンによ る ダンス 教室では、 全1 1 回実施し 、 参加者3 8 5 名と 好評であった。
【 都内各所、 団体に対し ての活動支援の実施】
●オンラ イ ン教室や福祉センタ ー等ス ポーツ 活動支援事業を 通じ 、 都内各所団体へス ポーツレ ク リ エーショ ン活動を支援
し た。

都の施策への協力
等

●東京ユニバーサルウ ォ ーキングマッ プ策定にあたり 、 障害当事者と 共に実地踏査に協力し た。
●東京都福祉局主催の手話講習会開催にあたり 、 年間を 通し て施設や備品の貸出を行う 等協力し た。
●都立ス ポーツ 施設利用促進キャ ンペーンについて、 HP やXにてPR動画の周知を 行った。
●世界陸上・ デフリ ンピッ ク -開催気運醸成に向けPR動画を 放映する 等広報活動に協力し た。
●デフ リ ンピッ ク に向けて機運醸成を図る ためのイ ベント を 当センタ ー事業において実施し た。

〔作成上の注意事項〕
　・挙げていただく項目数に制限はありませんが、A４で１枚に収まるようご作成ください。
　・ご提出いただいたプレゼンテーション資料は、評価委員会の会議資料として、後日、スポーツ推進本部のHPに掲載します。

事業効果

事業の取組

サービス 向上に向
けた取組

令和６年度の管理運営状況　（　東京都多摩障害者スポーツセンター　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 指定管理者：　公益社団法人東京都障害者スポーツ協会

管理状況

適切な
管理の履行

法令等の遵守

緊急時の対応



施 設 名

所 在 地

指 定 管 理 者

指 定 期 間

評 価 対 象 年 度

項目

管 理 状 況

事 業 効 果

総 合 評 価

特に評価すべき 点

・ 自主的な働き かけによ り 京王電鉄と のつながり を広げ、 ネーミ ングラ イ ツ導入によ る 外部資
金の獲得を実現し た点。
・ 障害者ス ポーツの振興を図る など、 多摩地域住民のス ポーツ振興に寄与し ている 。
・ 幅広い利用者のニーズを把握し よ う と つと め、 それを事業実施に活かそう と し ている 点。
・ 施設提供の実績増加、 新たなイ ベント 誘致など 。

改善が望ま れる 点

・ 指定管理者構成団体の一部の財務状況における 懸念を解消する 必要がある 。

今後取組むべき 点

・ アート 面について、 多方面の取組にも 期待し たい。

都立ス ポーツ施設等指定管理者評価委員会
二次評価

京王アリ ーナTOKYO（ 武蔵野の森総合ス ポーツプラ ザ）

東京都調布市西町２ 9 0 -1 1

東京ス タ ジアムグループ

令和5 年4 月１ 日から 令和1 0 年３ 月3 1 日ま で

令和６ 年度

評価の観点

・ Bリ ーグに関する 利用の増加や、 eス ポーツ イ ベント の誘致など 新たな試みが見ら れる 。
・ 内部統制の整備・ 運営が安定し ている 。
・ 利用者が安心安全に利用でき る よ う 管理運営し ている 。
・ 緊急時対策の徹底、 ネーミ ングラ イ ツ導入等積極的な取り 組みがみら れる 。
・ 適切に管理運営が行われている と 評価でき る 。 施設提供面での実績が増加し ている 。 新たなイ ベント 誘致は高く 評価さ
れる 。

・ 利用者が大幅に増加し 、 当該施設にふさ わし い効果が生じ ている 。
・ 三鷹市と の連携強化によ り 「 星空観望会」 を実施する 等、 地域連携にも 力を入れている 。
・ 障害者ス ポーツを充実さ せる など、 多摩地域住民のス ポーツ 振興に寄与し ている 。
・ 様々な利用者のニーズをき め細かく 把握し 事業に活かそう と する 姿勢がみら れる 。
・ 個人利用者数の増加、 アリ ーナの稼働率の高さ など から 事業効果が認めら れる 。 新たな事業の積極的な展開は高く 評価
さ れる 。
・ ト ッ プアス リ ート と 直接かかわる 事業など 利用者のニーズに合わせた事業を開催さ れ、 利用者数の大幅な増加に繋がっ
ている 。

S
〔 記入方法〕
①「 管理状況」 「 事業効果」 の各項目について、 評価の観点のコ メ ント の記入をお願いいたし ま す。

３ 総合評価について、 各項目の状況から 総合的に判断し て、 以下の４ 段階で評価の記入をお願いし ま す。
　 　 S 　 ： 管理運営が優良であり 、 特筆すべき 実績・ 成果が認めら れた施設
　 　 A　 ： 管理運営が良好であり 、 管理運営に係る 様々な点で優れた取組が認めら れた施設
　 　 B　 ： 管理運営が良好であった施設
　 　 C　 ： 管理運営の一部において良好ではない点が認めら れた施設

特 記 事 項



施 設 名

所 在 地

指 定 管 理 者

指 定 期 間

評 価 対 象 年 度

項目

管 理 状 況

事 業 効 果

総 合 評 価

特に評価すべき 点

・ アーチェ リ ー以外のス ポーツ の会場利用。
・ 大会開催数、 来場者数の増加。

改善が望ま れる 点

・ 回答さ れたアンケート 用紙破棄については、 単純なミ ス と 思われる が、 よ り 一層利用者ニー
ズの把握について意識、 行動を 高めた取り 組みを 期待し たい。
・ 団体稼働率の向上・ 構成団体の財務状況における 懸念を 解消する 必要がある 。
・ アン ケート の廃棄など 、 書類の管理責任・ 運用の構築。

今後取組むべき 点

・ 当該地域の外観が未だに平凡である 。 競技場と し ての機能を 維持し つつ外観の特徴ある 美し
さ も 検討し ても ら いたい。
・ 指定管理者・ 利用者双方にと っ て負担が少なく 確実に実施でき る 利用者アン ケート 方法につ
いて検討いただき たい。

都立ス ポーツ 施設等指定管理者評価委員会
二次評価

夢の島公園アーチェ リ ー場

東京都江東区夢の島2 -1 -4

アメ ニス 夢の島グループ

令和5 年4 月１ 日から 令和1 0 年３ 月3 1 日ま で

令和６ 年度

評価の観点

・ 芝刈においては、 管理基準を 超えた回数を 実施し た。
・ 情報セキュ リ ティ についてよ り 高度な対応を 行っ ている 。
・ アーチェ リ ーだけでなく 、 他のス ポーツ が広大な芝生を 利用し て、 大会など を 行っ ている 。

・ 大会実施回数の増加、 自主事業の多く の実施等は評価でき る 。
・ アーチェ リ ーだけでなく 、 他のス ポーツ も 芝生を 利用し て活動し ており 、 都民ス ポーツ の振興に寄与し ている 。
・ 大会開催数およ びその来場者数の増加など から 、 事業効果が認めら れる 。
・ アンケート を 集計前に誤っ て廃棄し たと のこ と 、 せっ かく の回答を 活かせない結果と なっ たこ と は残念である 。

B
〔 記入方法〕
①「 管理状況」 「 事業効果」 の各項目について、 評価の観点のコ メ ン ト の記入を お願いいたし ま す。

3 総合評価について、 各項目の状況から 総合的に判断し て、 以下の４ 段階で評価の記入を お願いし ま す。
　 　 S 　 ： 管理運営が優良であり 、 特筆すべき 実績・ 成果が認めら れた施設
　 　 A 　 ： 管理運営が良好であり 、 管理運営に係る 様々な点で優れた取組が認めら れた施設
　 　 B　 ： 管理運営が良好であっ た施設
　 　 C　 ： 管理運営の一部において良好ではない点が認めら れた施設

特 記 事 項



施 設 名

所 在 地

指 定 管 理 者

指 定 期 間

評 価 対 象 年 度

項目

管 理 状 況

事 業 効 果

総 合 評 価

特に評価すべき 点

・ 電力を 1 0 0 % 再生エネルギーの会社に切り 替えたり 、 植栽管理の機械を 石油から 電動に切り
替える など の脱炭素の試み。
・ 自主事業が計画値を 上回る と と も に、 利用者増加に結び付いている 。
・ ホッ ケーだけでなく 、 多種目の競技を 積極的に誘致、 開催し ている 。
・ 「 収支状況」 (光熱費の削減など )、 「 利用状況」 (大会開催数の増加など ） 、 「 ホッ ケーをは
じ めと する 各競技団体と の連携」 が評価でき る 。

改善が望ま れる 点

・ 団体利用者の満足度の更なる 向上。
・ 個々の施設についてま だ団体の稼働率が低く 、 認知度や魅力の更なる 向上が望ま れる 。
・ 団体稼働率の向上。
・ 多目的コ ート のよ う に、 メ イ ン ピ ッ チ・ サブピ ッ チの利用率を 増加さ せる こ と 。

今後取組むべき 点

・ 「 サービ ス 向上」 「 利用促進」 への取り 組みと し て、 「 早朝・ 夜間の利用」 を 検討し てはど
う か。

都立ス ポーツ施設等指定管理者評価委員会
二次評価

大井ふ頭中央海浜公園ホッ ケー競技場

東京都品川区八潮4 -1 -1 9 、 大田区東海1 -2 -1

アメ ニス 海上南部地区グループ

令和5 年4 月１ 日から 令和８ 年３ 月3 1 日ま で

令和６ 年度

評価の観点

・ 施設を 常に清潔に保つなど 、 安全管理に努めている 。
・ ホッ ケー以外のス ポーツ イ ベン ト 等も 積極的に行っ ている 。
・ 利用者アンケート については回答数が少なく 、 必ずし も 有限母集団の状況を 反映し ている 訳ではないが、 清掃の満足度
が低い。

・ 都民(ホッ ケー愛好者やク ラ ロ ス 愛好者など )が安心し て利用出来る 施設になっ ている 。
・ 多目的コ ート の利用が大幅に増加し た。
・ ス ポーツ 振興事業が計画値を下回った。
・ 多目的コ ート の利用人数増、 ホッ ケー大会の目標を 上回る 大会開催や、 他種目の大会開催数の増加など 事業効果が認め
ら れる 。

B
〔 記入方法〕
①「 管理状況」 「 事業効果」 の各項目について、 評価の観点のコ メ ン ト の記入を お願いいたし ま す。

3 総合評価について、 各項目の状況から 総合的に判断し て、 以下の４ 段階で評価の記入を お願いし ま す。
　 　 S 　 ： 管理運営が優良であり 、 特筆すべき 実績・ 成果が認めら れた施設
　 　 A 　 ： 管理運営が良好であり 、 管理運営に係る 様々な点で優れた取組が認めら れた施設
　 　 B 　 ： 管理運営が良好であった施設
　 　 C　 ： 管理運営の一部において良好ではない点が認めら れた施設

特 記 事 項



施 設 名

所 在 地

指 定 管 理 者

指 定 期 間

評 価 対 象 年 度

項目

管 理 状 況

事 業 効 果

総 合 評 価

特に評価すべき 点

・ ナイ ト ラ フ ティ ン グツ アーやフ ァ ミ リ ー向けのイ ベン ト 開催など 、 様々な利用者層に合わせ
た多様な事業を 積極的に行い、 マス コ ミ にも 多く 紹介さ れた。
・ カヌ ー利用者の安全対策に取り 組んでいる 。
・ 利用者増加・ サービ ス 向上のために積極的に様々な取り 組みを 行っ ている 点。
・ 「 施設の清掃(清潔さ )」 、 「 職員の対応」 、 「 環境配慮」 、 「 利用促進への取組」 、 「 多目的
利用の促進」 、 「 財務状況」 について評価でき る 。

改善が望ま れる 点
・ 会議室等稼働率の低い施設の利用実績の向上。
・ カヌ ース ク ールの更なる 利用者数の増加。

今後取組むべき 点

・ 引き 続き こ れま での取組を 継続さ せていけばよ いのではないか。

都立ス ポーツ 施設等指定管理者評価委員会
二次評価

カヌ ー・ ス ラ ロ ームセンタ ー

東京都江戸川区臨海町6 -1 -1

株式会社協栄

令和5 年4 月１ 日から 令和1 0 年３ 月3 1 日ま で

令和６ 年度

評価の観点

・ 利用希望の受付を 柔軟に行い、 利用者のニーズに応えている 。
・ TV 番組や他メ ディ アのロ ケ収録・ 撮影など を 積極的に受け入れて認知度の向上に努めている 。
・ 清掃状況に対する 利用者の評価が非常に高い。
・ 利用者が安心し て施設の利用ができ る よ う に、 施設、 設備を 清潔に保つなど 、  適正な管理、 運営を 行っ ている 。
・ 多く の方に有効的に利用いただける よ う コ ース 利用の工夫など さ れている 。

・ 個人利用者が2 0 ％増加し 、 大会数も 目標を 上回っ ている 。
・ S N S を 中心と し た活発な広報活動や、 近隣公園と のコ ラ ボレ ーショ ン を 積極的に実施し た。
・ 利用者が安心し てカ ヌ ーを 楽し むこ と ができ る 。
・ 昨年度に引き 続き 様々な利用者にアプロ ーチし 柔軟に対応し ている こ と が伺われる 。
・ 個人利用者数の増加、 目標大会数以上の大会開催およ び来場者数の増加など から 、 事業効果が認めら れる 。
・ コ ース 利用の工夫や効果的な事業の開催、 ま た広報の活用など で利用人数も 増加し ており 、 効果的に対応さ れている 。

S
〔 記入方法〕
①「 管理状況」 「 事業効果」 の各項目について、 評価の観点のコ メ ント の記入を お願いいたし ま す。

3 総合評価について、 各項目の状況から 総合的に判断し て、 以下の４ 段階で評価の記入を お願いし ま す。
　 　 S 　 ： 管理運営が優良であり 、 特筆すべき 実績・ 成果が認めら れた施設
　 　 A 　 ： 管理運営が良好であり 、 管理運営に係る 様々な点で優れた取組が認めら れた施設
　 　 B　 ： 管理運営が良好であっ た施設
　 　 C　 ： 管理運営の一部において良好ではない点が認めら れた施設

特 記 事 項



施 設 名

所 在 地

指 定 管 理 者

指 定 期 間

評 価 対 象 年 度

項目

管 理 状 況

事 業 効 果

総 合 評 価

特に評価すべき 点

・ 障害者に配慮し た施設の運営をすすめている 。
・ 各種事業の充実、 対応の丁寧さ 。
・ 障害の有無に関わら ないス ポーツ教室の開催。

改善が望ま れる 点

・ アンケート に頼ら ず、 懇談会等を実施し 利用者から 直接意見を聞き 、 ま た遠隔地から の訪問
が増加する よ う 、 広報活動を地元以外にも 広く 実施する 必要がある 。
・ 「 参加率」 5 0 ％以下の事業について。
・ 最寄駅から のルート の判り 辛さ の工夫。

今後取組むべき 点

・ 懇談会も 含め様々な利用者のニーズを把握し 運営に反映し ていく 必要がある 。

都立ス ポーツ施設等指定管理者評価委員会
二次評価

東京都パラ ス ポーツ ト レ ーニングセンタ ー

東京都調布市西町3 7 6 -3

（ 公社） 東京都障害者ス ポーツ協会グループ

令和５ 年３ 月1 日から 令和1 0 年3 月3 1 日ま で

令和６ 年度

評価の観点

・ 適切に管理さ れており 、 安心、 安全な施設運営に努めている 。

・ 障害者ス ポーツの普及、 振興に寄与し ている 。
・ 利用者は確かに増加し てはいる が、 施設の稼働率はま だ相当低く 、 認知度も 低い。
・ ス ポーツ振興事業も 計画値を下回り 、 各事業も 定員割れの状況である 。 事業展開そのも のに大き な問題はないと 思われ
る が、 利用者ニーズの把握を中心に積極的な取組を期待し たい。
・ 個人利用者数の増加、 団体稼働率の向上などから 事業効果が認めら れる 。
・ パラ ス ポーツ体験会や各種ス ポーツ 教室の実施状況の充実によ る 効果が感じ ら れる 。
・ 体育室の団体利用稼働率について昨年度よ り は上がっている が、 数値的には未だ低い。

B
〔 記入方法〕
①「 管理状況」 「 事業効果」 の各項目について、 評価の観点のコ メ ント の記入をお願いいたし ま す。

３ 総合評価について、 各項目の状況から 総合的に判断し て、 以下の４ 段階で評価の記入をお願いし ま す。
　 　 S 　 ： 管理運営が優良であり 、 特筆すべき 実績・ 成果が認めら れた施設
　 　 A　 ： 管理運営が良好であり 、 管理運営に係る 様々な点で優れた取組が認めら れた施設
　 　 B　 ： 管理運営が良好であった施設
　 　 C　 ： 管理運営の一部において良好ではない点が認めら れた施設

特 記 事 項



施 設 名

所 在 地

指 定 管 理 者

指 定 期 間

評 価 対 象 年 度

項目

管 理 状 況

事 業 効 果

総 合 評 価

特に評価すべき 点

・ 昨年度よ り も 地域振興事業やその利用者が増加し ている 。
・ 利用者の安全を重視し た施設運営を行っている 。
・ 各種教室の多さ 、 充実度。
・ 競技者だけでなく 、 センタ ー利用者の日頃のト レ ーニングを見直す機会を創出し ている 。

改善が望ま れる 点

ー

今後取組むべき 点

ー

都立ス ポーツ施設等指定管理者評価委員会
二次評価

東京都障害者総合ス ポーツ センタ ー

東京都北区十条台１ -2 -2

（ 公社） 東京都障害者ス ポーツ協会

平成2 8 年4 月1 日から 令和８ 年3 月3 1 日ま で

令和６ 年度

評価の観点

・ 利用者が安全、 快適に利用でき る 施設管理を行う と と も に、 障害者対象のス ポ ーツ 教室を適切に開催し ている 。
・ 適切に管理が行われている と 評価でき る 。

・ 障害者が笑顔で、 生き 生き と 活動し ている 。
・ コ ロ ナ禍で利用者が減少し たが、 利用者数は回復傾向にあり 順調に運営さ れている 。
・ 個人利用者数が回復、 団体稼働率の向上などから 事業効果が認めら れる 。
・ 相談事業について利用者のニーズに沿った事業をさ れている 。
・ アンケート で不満を持つ層へのコ ミ ュ ニケーショ ンやニーズの把握がま だなかなか進んでいない。

B
〔 記入方法〕
①「 管理状況」 「 事業効果」 の各項目について、 評価の観点のコ メ ント の記入をお願いいたし ま す。

３ 総合評価について、 各項目の状況から 総合的に判断し て、 以下の４ 段階で評価の記入をお願いし ま す。
　 　 S 　 ： 管理運営が優良であり 、 特筆すべき 実績・ 成果が認めら れた施設
　 　 A　 ： 管理運営が良好であり 、 管理運営に係る 様々な点で優れた取組が認めら れた施設
　 　 B　 ： 管理運営が良好であった施設
　 　 C　 ： 管理運営の一部において良好ではない点が認めら れた施設

特 記 事 項



施 設 名

所 在 地

指 定 管 理 者

指 定 期 間

評 価 対 象 年 度

項目

管 理 状 況

事 業 効 果

総 合 評 価

特に評価すべき 点

・ 脱炭素に関する 取組がなさ れている 。
・ 各種ス ポーツ教室は障害者の健康維持増進に寄与し ている 。
・ データ に基づいた事業計画、 実施の取組、 ま た各種教室の多さ や充実度が評価でき る 。

改善が望ま れる 点

—

今後取組むべき 点

・ 引き 続き 「 案内表示」 の工夫、 改善が必要ではないか。

都立ス ポーツ施設等指定管理者評価委員会
二次評価

東京都多摩障害者ス ポーツ センタ ー

東京都国立市富士見台2 -１ -１

（ 公社） 東京都障害者ス ポーツ協会

平成2 8 年4 月1 日から 令和８ 年3 月3 1 日ま で

令和６ 年度

評価の観点

・ 利用者が増加する 中で、 ほと んど問題なく 管理が行われている 。
・ 利用者が安心安全にス ポーツを楽し める よ う 、 事業計画に沿って施設管理を行っている 。
・ 個人情報イ ンシデント 事案が発生し たが、 速やかな対応があり 、 再発防止の研修実施も あり 、 全体と し ては適切に管理
が行われている と 評価でき る 。

・ コ ロ ナ禍で利用者が減少し たが、 大幅に回復し 、 施設の役割が十分果たせている 。
・ ス ポーツ教室、 地域振興事業と も に昨年度よ り 増加し 、 利用者のニーズに応えている 。
・ 多摩地域の障害者ス ポーツ の普及振興に寄与し ている 。
・ 個人利用者数の増加、 団体稼働率の向上などから 事業効果が認めら れる 。
・ 障害のある 人も 含めてユーザーの分析を行いニーズに合わせた事業開催をさ れている 。

A
〔 記入方法〕
①「 管理状況」 「 事業効果」 の各項目について、 評価の観点のコ メ ント の記入をお願いいたし ま す。

３ 総合評価について、 各項目の状況から 総合的に判断し て、 以下の４ 段階で評価の記入をお願いし ま す。
　 　 S 　 ： 管理運営が優良であり 、 特筆すべき 実績・ 成果が認めら れた施設
　 　 A　 ： 管理運営が良好であり 、 管理運営に係る 様々な点で優れた取組が認めら れた施設
　 　 B　 ： 管理運営が良好であった施設
　 　 C　 ： 管理運営の一部において良好ではない点が認めら れた施設

特 記 事 項



 

都立スポーツ施設等指定管理者評価委員会設置要綱 

 

２０生文ス計第３００号 

平成２０年７月１日 

 

最終改正 令和７年３月２５日 ６生総総第２８１８号 

 

（設置） 

第１ 東京都スポーツ施設条例（平成元年東京都条例第１０９号）第１６条及び東京都障害

者スポーツセンター条例（昭和５９年３月３１日東京都条例第２４号）第１６条の規定に

より指定した指定管理者が管理を行う東京都のスポーツ施設及び障害者スポーツセンター

の管理運営状況等を評価し、適正な管理を確保することを目的として、都立スポーツ施設

等指定管理者評価委員会（以下｢委員会｣という。）を設置する。 

 

（所掌事項） 

第２ 委員会は、指定管理者の年間の管理運営状況等について、東京都スポーツ推進本部ス

ポーツ施設部が行う一次評価を踏まえ、指定管理者の評価に関する事項を所掌する。 

 

（組織） 

第３ 委員会は、委員長及び委員をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者とする。 

（１）経営並びに財務及び会計に識見を有する者のうち、東京都スポーツ推進本部長（以下

「本部長」という。）が委嘱する者 

（２）スポーツ振興に識見を有する者のうち、本部長が委嘱する者 

（３）利用者を代表する者のうち、本部長が委嘱する者 

（４）スポーツ施設のマネージメントに識見を有する者のうち、本部長が委嘱する者 

（５）パラスポーツに識見を有する者のうち、本部長が委嘱する者 

 

（委員長） 

第４ 委員会に委員長を置く。 

２ 委員長は、委員の互選により選出する。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長が指定する委員

がその職務を代理する。 

 

（委員の任期） 

第５ 委員の任期は、委嘱の日からその日の属する年度の末日までとする。ただし、再任を

妨げない。 

 

（会議） 

第６ 委員会は、東京都スポーツ推進本部スポーツ施設部長が招集する。 

２ 委員長は、会議の議長となる。 

 

（公開等） 

第７ 委員会の審議は公開で行うものとする。ただし、委員長は、委員会に諮ることにより

その全部又は一部を非公開とすることができる。 

２ 委員会の議事録及び会議資料は公開するものとする。ただし、委員長は、委員会に諮る

ことにより、議事録を議事要旨による公開とし又は会議資料の全部若しくは一部を非公開



 

とすることができる。 

 

（意見聴取） 

第８ 委員長は、必要があると認める場合は、委員以外の者を参考人として委員会に出席さ

せ、意見を聴くことができる。 

 

（守秘義務） 

第９ 委員及び参考人は、委員会を通じて知り得た情報を公表してはならない。その職を退

いた後も、同様とする。 

 

（審議の特例） 

第 10 委員長は、やむを得ない事情により委員の過半数が一堂に会することが困難であると

認めるときは、電子メール、書面その他の方法により審議を行うことができる。 

 

（庶務） 

第 11 委員会の庶務は、東京都スポーツ推進本部スポーツ施設部において処理する。 

 

（雑則） 

第 12 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は、本部長が別に定める。 

 

   附 則 

この要綱は、平成２０年７月１日から施行する。 

 

  附 則 

この要綱は、平成２２年７月１６日から施行する。 

 

  附 則 

この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。 

 

  附 則 

この要綱は、平成２４年６月１３日から施行する。 

 

  附 則 

この要綱は、平成２６年１月１日から施行する。 

 

  附 則 

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 

 

  附 則 

この要綱は、平成２９年６月２６日から施行する。 

 

  附 則 

この要綱は、令和２年７月１日から施行する。 

 

  附 則 

この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、令和４年７月１日から施行する。 



 

 

附 則 

この要綱は、令和６年７月５日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 


